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法律上の表示

保証

HP の製品およびサービスに対する保証は、 各製品およびサービスに添付された明示の保証書に記載されている

ものに限定されます。 本書は保証を補填するものではあ り ません。 HP は本書に掲載されている技術的な誤記、

誤植、 欠落に対して責任を負いません。

こ こに掲載されている情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

本書で取り扱っているコンピュータソフ ト ウェアは秘密情報であ り、 その保有、 使用、 または複製には、 HP か

ら使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コンピュータソフ ト ウェア、 コ

ンピュータソフ ト ウェアドキュ メンテーシ ョ ン、 および商業用製品の技術データは、 ベンダ標準の商業用使用許
諾のも とで、 米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権

© Copyright 2003 - 2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

Java™ は、 米国 Sun Microsystems, Inc. の商標です。

Oracle® は、 米国 Oracle Corporation, Redwood City, California の米国における登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Windows® および Windows NT® は、 米国 Microsoft Corporation の米国における登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルのタイ トルページには次の識別情報が記載されています。

• バージ ョ ン番号。 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• 印刷日。 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

最新の更新の有無を確認するには、 また最新版のドキュ メン ト を使用しているかど うかを確認するには、 次の
URL にアクセスして ください。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

製品の適切なサポートサービス契約を締結していただく こ とによ り、 更新版または最新版がお客様に送付されま
す。 詳細については HP の営業担当までお問い合わせください。
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サポート

HP ソフ ト ウェアサポート専用 Web サイ ト をご覧いただけます。

http://support.openview.hp.com/support.jsp 

HP ソフ ト ウェアのオンラインサポートでは、 対話形式の技術サポート ツールに効率的にアクセスできます。 サ

ポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースの登録 / ト ラ ッキングおよび拡張機能の要求

• ソフ ト ウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート契約を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のソフ ト ウェア利用者とディ スカッシ ョ ンする

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録とサインインが必要です。 多くの場合、 サポート契約も必

要です。

アクセスレベルおよび HP Passport に関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://support.openview.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 概要
本章では、 次の項目について説明します。

• OVPI と インタフェースのパフォーマンス

• バージ ョ ン 5.2 の拡張機能

• データ収集

• フォルダーとレポート

• しきい値のルールとアクシ ョ ン

• レポートのカスタマイズ方法

• 追加情報の入手先

OVPI とインタフェースのパフォーマンス

Performance Insight は、 多くのソースからデータを収集し、 詳細な傾向分析を実行、 パフォー

マンスのベースラインを管理して、 使いやすい Web ベースのレポーティングをユーザーに提供

するパフォーマンス管理アプリ ケーシ ョ ンです。 次に挙げるのは、 一部の製品機能の一覧です。

• 分散アーキテクチャ

• 拡張のしやすさ  ( 数千にも及ぶエージェン トからのデータ収集をサポート )

• CODA/OVPA エージェン トのサポート

• マルチカンパニーのセキュ リ ティモデル

• データウェアハウジング

• 準リ アルタイムレポート

• 予測

• 広範囲に及ぶ集約 ( 日別、 週別、 月別、 場所別、 カスタマ別 )

• しきい値およびアラート

• ボ トルネッ クの容易な識別

• キャパシティ傾向の容易な評価

• 管理のための正確でタイム リーなドキュ メンテーシ ョ ン

• NNM との統合

• OVO との統合
7



Interface Reporting Report Pack は OVPI にインス トールされます。 このパッケージのレポート

は、 サービスレベルの維持、 容量の制約の評価、 深刻化する前の潜在的な問題点の特定に役立ち
ます。 Interface Reporting は次のタスクを自動的に行います。

• 例外の監視 ( 廃棄例外、 エラー例外、 使用率例外 )

• ランキング ( 異常の特定 — ト ランク、 場所、 プロ ト コルを順位付けして表示 )

• ベースライン期間中に測定された増加率の順でインタフェースを表示

• 近い将来に使用率のしきい値の超過が予測されるデバイスを強調表示

• ベースライン期間中に測定した動作状況に基づく今後の使用率の予測

• 曜日別のパフォーマンスの予測

• デバイス、 ト ランク、 または EtherChannel のパフォーマンスをほぼリ アルタイムに表示

• 当日の動作状況を昨日と比較

• 当日の動作状況を先週および先月と比較

• 先月の動作状況をそれ以前の月と比較

バージ ョ ン 5.2 の拡張機能

バージ ョ ン 5.2 には、 以下の新しい機能、 新しいアップグレードパッケージ、 および修正点が含

まれます。

新しい機能

• 場所独立レポート (LIR)

• [ 管理コンソール ] > [Copy Policy Manager] をサポート

• レポート フォーマッ ト を更新

• データを長時間保持 ( データのアーカイブ )

• [ 管理コンソール ] > [ 管理対象オブジェク トの削除ウィザード ] をサポート

[ 管理対象オブジェク トの削除ウ ィザード ] では、 ユーザーは以下を行う こ とができます。

• オブジェク ト とそのオブジェク トに関連するデータすべてを削除する

• 古いデータを削除して、 新しいデータの収集を停止する

• オブジェク トに関するデータの収集を停止する

• オブジェク トに関する古いデータを削除する

オブジェク ト を削除した り、 収集を停止する と、 除外テーブルが更新されます。 ユーザーがオブ
ジェク ト を削除またはデータ収集を停止した後に IR が KIRDEVPORTS プロパティテーブルに

データを挿入しないよ うにするために、 マップ手順が更新されています。 更新されたマップ手順
では、 KIRDEVPORTS に新しいオブジェク ト を作成する前に、 オブジェク トの除外ステータス

をチェッ ク します。
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新しいアップグレードパッケージ

• UPGRADE_Interface_Reporting_to_52.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_50_to_51.ap

最新リ リースのレポートパッ クには、 データパイプ用の新しいアップグレードパッケージがいく
つか含まれています。 これらのパッケージを使用する と、 インス トールが簡単にな り ます。 古い
データパイプをアンインス トールしてから、 新しいバージ ョ ンを再インス トールする必要がなく
な り ます。 新しいデータパイプのアップグレードパッケージは次のとおりです。

• UPGRADE_CiscoVLAN_Datapipe_to_22.ap

• UPGRADE_IFEntry_Disc_Datapipe_to_24.ap

• UPGRADE_IRifEntry_Datapipe_to_24.ap

バージ ョ ン 5.2 での修正点の一覧は、 付録 A 「バージ ョ ン履歴」 を参照して ください。

データ収集

Interface Reporting では、 次のデータパイプを使用できます。

Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.4 ( 必須 )

実装したポーリ ングルールに従い、 MIB-II の ifTable からデータを収集します。 必要に応じて、

このデータパイプを設定して、 指定インスタンスポーリ ングを実行できます。 指定インスタンス
ポーリ ングは、 フラグが設定されたインタフェースのポーリ ングと も呼ばれ、 ポーリ ングするイ
ンタフェースを指定できます。 デスク ト ップユーザーを接続するポートがネッ ト ワーク内に数百
または数千もある場合、 主な目的がいくつかの LAN スイ ッチインタフェース ( サーバーポート

またはアップリ ンクポート ) からのデータ収集であれば、 指定インスタンスポーリ ングを使用し

て、 データ収集を一部のインタフェースだけに制限でき、 パフォーマンスやスケーラビ リ ティの
向上を図るこ とができます。

Interface Discovery Datapipe 2.4 ( 必須 )

MIB-II の ifTable のインタフェース識別子と構成データを検出し、 継続的に監視します。 この

データパイプはポーリ ングを行いません。 IR ifEntry Datapipe など、 他のいくつかのデータパ

イプを使用するための前提条件になり ます。

Interface Reporting Duplex Datapipe 2.0 ( オプシ ョ ン )

RFC2665 で定義された MIB の OID 1.3.6.1.2.1.10.7.2.1.19 ( インタフェースの全二重または半

二重ステータスを示す ) をポーリ ングします。 MIB から取得した値は、 プロ ト コルの種類のデ

フォルト値よ り優先されます。

Interface Reporting Cisco VLAN Datapipe 2.2 ( オプシ ョ ン )

IR VLAN パッケージの VLAN レポート用の VLAN 構成情報を収集します。
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Interface Reporting OPNET Export Datapipe 2.1 ( オプシ ョ ン )

MIB-II の ifTable データを OPNET と互換性のあるフォーマッ トにエクスポート します。

フォルダーおよびレポート

Interface Reporting Report Pack には、 次のレポート フォルダーが含まれています。

• Admin

• Device

• EtherChannel

• Interface

• Location

• Protocol

• VLAN

Device、 Location、 Protocol、 および Vendor フォルダーのレポートは、 カスタマごとに情報を

表示します。 最初の手順は、 カスタマの選択です。 カスタマを選択する と、 そのカスタマに属す
るデバイス、 場所、 プロ ト コル、 またはベンダーの一覧が表示されます。

カスタマごとに情報を表示するレポートには、 集約されたデータのみが示されます。 Device
フォルダーでは、 データはデバイスごとに集約されます。 つま り、 すべての有効なインタフェー
ス ( 「up」 状態 ( 動作中 ) のインタフェース ) から収集されたデータが、 デバイスごとに集約さ

れています。 同様に Location フォルダーのレポートは、 有効なインタフェースのデータを場所

ごとに集約し、 Protocol フォルダーのレポートは、 有効なインタフェースのデータをプロ ト コル

ごとに集約します。

Interface フォルダーのレポートは、 インタフェースごとに情報を表示します。 各レポートの先

頭にはテーブルが表示され、 テーブルの最初の列にはデバイスの一覧が、 2 列目にはインタ

フェースの一覧が表示されます。
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フォルダーの内容

フォルダー フォルダーの内容

Admin • 設定と ロギング

• インベン ト リ

• システムパフォーマンス

• ト ップレベルインベン ト リ

Interface • 可用性の詳細

• キャパシティプランニング

• 廃棄例外

• エラー例外

• 例外のホッ ト スポッ ト

• サービスのグレード (GOS)
• 使用率とボ リ ューム

• 準リ アルタイム

• 準リ アルタイムスナップシ ョ ッ ト

• サービスレベル管理

• シンプル準リ アルタイム

• ト ップテン

• 到達不能

• 使用率例外

Device • キャパシティプランニング

• 例外のホッ ト スポッ ト

• 優先カスタマ

• サービスレベル管理

• ト ップテン

VLAN • 例外のホッ ト スポッ ト

• 準リ アルタイム

• ト ップテン

• ト ラフ ィ ッ ク使用率

Etherchannel • 例外のホッ ト スポッ ト

• 準リ アルタイム

Location • キャパシティプランニング

• エグゼクティブサマ リー

• 優先カスタマ

• サービスレベル管理

• ト ップテン
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レポートの種類

以下に、 各種レポートについて簡単に説明します。

可用性の詳細。 前日、 ( 少なく と も一時的に ) 使用不能な状態に陥ったインタフェースの一覧を

表示します。

キャパシティプランニング。 ビジー時間使用率を予測し、 インタフェース、 デバイス、 場所、 プ
ロ ト コル、 またはベンダーを増加率の順にソート します。

設定と ロギング。 収集の実行方法に関する設定とデータパイプからレポートパッ クに転送される
項目を表示します。 転送される項目に関する情報には、 転送時刻とレポートパッ クにマップされ
た行数が含まれます。

例外数。 廃棄例外、 エラー例外、 または使用率などの各例外が最も多発しているインタフェース
を特定します。

例外のホッ ト スポッ ト 。 例外数が最も多発している ト ランク、 インタフェース、 VLAN インタ

フェース、 およびデバイスを特定します。

エグゼクティブサマ リー。 ボ リ ューム、 例外数、 および使用率をプロ ト コル、 場所、 またはベン
ダー別に集約します。

サービスのグレード。 最もパフォーマンスに問題のある 10 個のインタフェースを特定し、 使用

率、 エラー、 および廃棄の例外数に基づいて各インタフェースを採点します。

インベン ト リ。 利用可能なデバイスを、 デバイスおよびインタフェースに関連付けられたプロパ
ティデータ と共に表示します。 ト ップレベルインベン ト リは、 カスタマ別のインタフェースの合
計数、 および各メーカーと各モデル別のデバイス数と インタフェース数が表示されいます。

準リ アルタイム。 動作中のインタフェース、 ト ランク、 および EtherChannel に関する使用率、

エラー、 廃棄のデータが示されます。 データは、 6 時間前から直前に実行されたポーリ ングまで

の時間範囲に収集されます。 また、 データを日単位と月単位で表示できます。

準リ アルタイムスナップシ ョ ッ ト 。 1 台または複数のデバイス、 またはデバイスの特定のインタ

フェースごとに、 使用率、 エラー、 および廃棄に関するデータを提供します。 時間範囲は、 準リ
アルタイムと同じです。

優先カスタマ。 これらのレポートは、 選択した優先度の高いカスタマとその管理対象要素につい
て、 可用性、 例外、 および通信量に関する情報を提供します。 これらのレポートは、 概要情報の
表示に適しており、 1 時間ごとに更新されます。 これらのレポートから、 管理者や担当者は、

ユーザーの視点から見たネッ ト ワークの現在の状態を全体的に把握できます。 [ オブジェク ト /
プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウの [ 全般的なタスク ] の下にある名前が 「優先～の割り当て」 で始

Protocol • キャパシティプランニング

• エグゼクティブサマ リー

• サービスレベル管理

• ト ップテン

• 優先カスタマ

Vendor • キャパシティプランニング

• エグゼクティブサマ リー

• ベンダー / モデルの ト ップテン

• 優先カスタマ

• サービスレベル管理

• ト ップテン

フォルダー フォルダーの内容
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まる各フォームを使用して、 カスタマ / デバイス、 カスタマ / 場所、 カスタマ / プロ ト コル、 ま

たはカスタマ / ベンダーの組み合わせの [ 優先度 ] を [ はい ] に設定しない限り、 これらのレポー

トにデータは表示されません。

サービスレベル管理。 可用性が最も低く、 応答時間が最も長いインタフェース、 デバイス、 場
所、 プロ ト コル、 およびベンダーを特定します。

シンプル準リ アルタイム : 準リ アルタイムレポートに関連するレポート。 直前 6 時間の統計情報

と、 1 時間ごとの使用率、 廃棄、 およびエラーに関する情報を表示します。 NMS と容易に統合

するためのレポートです。

システムパフォーマンス。レポートパッ クが実行する関連タスクのグループの継続時間 ( 秒単位 )
を計測します。

ト ップテン。 通信量が最も多い ( または少ない ) インタフェース、 VLAN インタフェース、 ト ラ

ンク、 デバイス、 場所、 プロ ト コル、 およびベンダーを特定します。

到達不能インタフェース。 35 分間通信が途絶えているインタフェースの一覧を表示します。 た

だし、 6 時間以上データを受信していないインタフェースは表示されません。

しきい値のルールとアクシ ョ ン

NNM と OVPI を統合するこ とで、 障害分離おおび問題診断の機能を強化できます。 NNM と

OVPI が統合されている場合、 NNM オペレータは [Report Launchpad] ウ ィ ンド ウにアクセス

できます。 [Report Launchpad] ウ ィ ンド ウから、 NNM オペレータは Interface Reporting のす

べてのレポート を起動できます。

NNM と OVPI が統合されている場合は、 Interface Reporting に付属するオプシ ョ ンの

Thresholds サブパッケージを必ずインス トールして ください。 オプシ ョ ンの Thresholds サブ

パッケージには、 Thresholds モジュールのしきい値ポ リ シーが含まれています。 しきい値ポ リ

シーでは以下が定義されます。

• Interface Reporting に固有のしきい値条件

• しきい値を超えたと きに OVPI が行う アクシ ョ ン

• しきい値条件が平常に戻ったと きに OVPI が行う アクシ ョ ン

Thresholds モジュールの設定は必要あ り ません。 しきい値ト ラ ップに対してしきい値を定義し

たり、 アクシ ョ ンを定義した り、 宛先を指定する必要はあ り ません。 ただし、 カテゴ リ、 重要
度、 および宛先のパラ メータは随時変更できます。 これらのオプシ ョ ンの詳細は 『Thresholds 
Module User Guide』 ( 英語 ) を参照して ください。

以下の表に、 オプシ ョ ンの Thresholds サブパッケージに含まれているしきい値ポ リシーの詳細

を示します。

しきい値 データタイプ 説明 重要度

InDiscards NRT 着信廃棄の割合 (%) が、 廃棄例外レベル

を超過。

注意

OutDiscards NRT 発信廃棄の割合 (%) が、 廃棄例外レベル

を超過。

注意

InErrors NRT 着信エラーの割合 (%) が、 エラー例外

レベルを超過。

警戒域
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上の表のしきい値はデフォルトです。 インタフェースのプロパティの変更フォームを使用して、
インタフェースごとにデフォルト を簡単に変更できます。 このフォームの詳細は、 第 7 章 「変更

フォーム」 を参照して ください。

レポートのカスタマイズ方法

レポートのカスタマイズは、 プロパティ ( カスタマと場所 ) のインポート、 グループフ ィルター

の適用、 制約の適用、 テーブルとグラフの編集、 およびインタフェース属性に関する詳細の追加
といった方法で行えます。 グループフ ィルターの作成は管理者の仕事ですが、 制約の適用、 テー
ブルやグラフの編集は、 レポート を参照するすべてのユーザーが行う こ とができます。 テーブル
とグラフのビューオプシ ョ ンの詳細は、 付録 B 「テーブルとグラフの編集」 を参照して くださ

い。

グループフ ィルター

レポート をカスタマと共有する場合は、 カスタマ固有のレポート を作成する必要があ り ます。 カ
スタマ固有のレポート を作成するには、 次の作業を行います。

• Common Property Tables を使ってプロパティ ( カスタマ名とデバイスの場所 ) をインポー

トする

• 各カスタマごとに、 関連のあるユーザー全員用のグループアカウン ト を作成する

• そのグループアカウン ト用のグループフ ィルターを作成する

OutErrors NRT 発信エラーの割合 (%) が、 エラー例外

レベルを超過。

警戒域

InUtilization NRT 着信使用率の割合 (%) が、 使用率例外

レベルを超過。

注意

OutUtilization NRT 発信使用率の割合 (%) が、 使用率例外

レベルを超過。

注意

可用性 NRT 可用性が例外レベルを下回る。 注意

UtilException 1 時間毎 45% 以上のサンプル値が使用率のしきい

値を超過。

注意

DiscardsException 1 時間毎 45% 以上のサンプル値が廃棄のしきい値

を超過。

注意

ErrorsException 1 時間毎 45% 以上のサンプル値がエラーのしきい

値を超過。

警戒域

InUtilForecast 1 日毎 着信使用率の F30 予測値が使用率の例外

レベルを超過。

注意

OutUtilForecast 1 日毎 発信使用率の F30 予測値が使用率の例外

レベルを超過。

注意

しきい値 データタイプ 説明 重要度
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グループフ ィルターの詳細については、 『Open View Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照

して ください。

制約の適用

パラ メータを編集する と、 制約が適用されます。 制約は、 参照する必要のないデータを省きま
す。 カスタマ名のパラ メータを編集する と、 [ カスタマ名 ] フ ィールドに入力した以外のすべて

のカスタマデータが、 レポートから除外されます。 同時に複数の制約を適用するこ とができま
す。 Interface Reporting は、 次のパラ メータをサポート しています。

• カスタマ名

• カスタマ ID

• 場所名

• 場所 ID

• デバイス名

• 製造元

• モデル

Web アクセスサーバーを使ってレポート を表示している場合には、 レポート右下の [ パラ メータ

の編集 ] アイコンをク リ ッ ク し、 パラ メータを編集します。 [ パラ メータの編集 ] ウ ィンド ウが

開いたら、 フ ィールドに制約を入力し、 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。

レポート ビューアを使っている場合には、 メニューバーから [ 編集 ] > [ パラメータ値 ] を選択しま

す。 [ パラ メータ値の変更 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ 現在の値 ] フ ィールドをク リ ッ ク します。

新しい値を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

プロパティのインポート

レポートは、 ノードレベルのプロパティで生成するこ と も、 インタフェースレベルのプロパティ
で生成するこ と もできます。 ノードレベルのプロパティは、 Common Property Tables から取得

します。 インタフェースレベルのプロパティは、 ネッ ト ワークから取得するか、 最初から作成し
たプロパティ インポート ファ イルから読み込みます。 また、 OVPI から既存のプロパティデータ

をファ イルにエクスポート し、 そのファ イルを変更して、 再びインポートするこ と もできます。
プロパティの更新には、 次のフォームを使用できます。

• プロ ト コルデフォルトの変更

• インタフェースのプロパティの変更

• インタフェースのカスタマの変更

• インタフェースの場所の変更

• インタフェースの説明の変更

• インタフェースポーリ ングフラグの管理

インタフェースレポーティングの管理フォームは、 オブジェク トプロパティには関連しません。
パッケージ自体の動作を変更するのに使用します。
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追加情報の入手先

本ガイ ドでは、 一部のレポートのサンプルを紹介しています。 Interface Reporting に付属する
デモパッケージには、 パッケージ内のすべてのレポートのサンプルが含まれています。 デモパッ
ケージが利用可能で、 完全なレポートの表示内容を見たい場合、 デモパッケージをインス トール
して ください。 デモレポートは対話形式ですが、 実際のレポート とは異なり、 デモレポートの内
容は静的です。

Interface Reporting の最新の拡張機能と既知の問題についての情報は、 『Interface Reporting 
Report Pack リ リース ノート 』 を参照して ください。 また、 次のドキュ メン ト も参考にして くだ
さい。

• Cisco VLAN Datapipe リ リース ノート

• 『Common Property Tables User Guide』

• 『Executive Summaries Report Pack User Guide』 ( 英語 )

• 『Interface Discovery Datapipe ユーザーガイ ド』

• 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』

• 『NNM/PI Integration ユーザーガイ ド』

• OVPI Report Packs、 CD-ROM リ リース ノート、 2007 年 7 月

• 『Thresholds Module User Guide』 ( 英語）

中心となる製品である Performance Insight のユーザーガイ ド と、 Performance Insight 上
で動作するレポート機能のユーザーガイ ドは、 次のサイ トからダウンロードできます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/

OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示されます。 レポート

パッ クおよびデータパイプのユーザーガイ ドは、 [Performance Insight Report Packs] の下に一覧

表示されます。 各ドキュ メン トには日付が記されています。 ドキュ メン トが改訂されて再度掲載
される と、 日付が変り ます。 改訂されたマニュアルは定期的に掲載されるので、 お手持ちの
PDF ファ イルと Web サイ トに提供されている PDF ファ イルの日付を比較して ください。 新し

いバージ ョ ンが Web に掲載されている場合は、 Web 版の PDF をダウンロード して ください。
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2 アップグレードインストール
本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なアップグレードのためのガイ ド ラ イン

• Interface Reporting 5.2 へのアップグレード

• Interface Reporting のアンインス トール

円滑なアップグレードのためのガイド ライン

レポートパッ ク CD には、 レポートパッ ク、 データパイプ、 およびいくつかの共有パッケージが

含まれています。 CD からシステムの Packages ディ レク ト リにパッケージを抽出するには、

CD-ROM ド ラ イブにレポートパッ ク CD を挿入してパッケージ抽出プログラムを起動します。

抽出が終わる と、 インス トールスク リプ トは、 OVPI を起動してパッケージマネージャを開始す

るよ うに促します。

パッケージの抽出処理がすでに実行されている場合、 最新のアップグレードパッケージなど、
Interface Reporting に関連するパッケージがすべてシステムの Packages ディ レク ト リ内に保存

され、 インス トールを待機した状態になっています。 Interface Reporting をアップグレードす

るには、 パッケージマネージャを開始し、 画面の指示に従います。 アップグレードを開始する前
に、 次の項目をよ く理解しておいてください。

• Interface Reporting 5.2 を使用するための前提条件

• データパイプと リモートポーラー

• カスタムテーブルビュー

• 分散環境での Interface Reporting のアップグレード

Interface Reporting 5.2 を使用するための前提条件

Interface Reporting をアップグレードする前に、 次のソフ ト ウェアがインス トールされている

こ とを確認して ください。

• OVPI 5.2

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービスパッ ク

• Interface Reporting 5.1
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データパイプと リモートポーラー

既存のデータパイプをアンインス トールする と、 次の情報が失われます。

• リモートポーラー用の単一ポーリ ングポ リシー

• 複数のリモートポーラー用のクローンポーリ ングポ リシー

• カスタマイズしたポーリ ンググループ

これらの情報が失われないよ うに、 次のコマンドを使って、 既存のポーリ ングポ リシー設定やカ
スタマイズしたポーリ ンググループをエクスポート して ください。

• collection_manager

• group_manager

ポーリングポリシー設定のエクスポート

お使いの環境にリモートポーラー用のポーリ ングポ リシーが含まれている場合には、
collection_manager コマンドを使って、 既存のポ リシー設定をファイルにエクスポート して くだ

さい。

UNIX: trendadm ユーザーでログインし、 次のコマンドを実行します。

cd $DPIPE_HOME

./bin/collection_manager -export -file /tmp/savePollingPolicy.lst

Windows: Administrator でログインし、 コマンド ウ ィ ンド ウを起動します。 OVPI のインス

トールディ レク ト リに移動し、 次のコマンドを実行します。

bin\collection_manager -export -file \temp\savePollingPolicy.lst

ポーリンググループ設定のエクスポート

お使いの環境にカスタマイズしたポーリ ンググループが含まれている場合には、
group_manager コマンドを使って、 グループを個々の .xml ファ イルにエクスポート して くださ

い。

UNIX: trendadm ユーザーでログインし、 次のコマンドを実行します。

cd $DPIPE_HOME

./bin/group_manager -export_all -outfile /tmp/savePollingGroups

Windows: Administrator でコマンド ウ ィ ンド ウを起動し、 OVPI のインス トールディ レク ト リ

に移動して、 次のコマンドを実行します。

bin\group_manager -export_all -outfile \temp\savePollingGroups

カスタムテーブルビュー

カスタムテーブルビューを作成してある場合、 作成したビューがレポートパッ クのアップグレー
ド処理と衝突し、 アップグレードが正常に行われない可能性があ り ます。 ビューがアップグレー
ド処理と衝突するかど うかは、 そのビューをどのよ うに作成したかによ り ます。 SQL を使用し

て作成した場合は、 アップグレードは正常に行われますが、 アップグレードが終了する と、
ビューを使用できな くな り ます。 データパイプマネージャを使用して作成した場合は、 アップグ
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レードは失敗する可能性が高くな り ます。 アップグレードが失敗しないよ うにするために、 レ
ポートパッ クをアップグレードする前に、 作成したビューを削除し、 レポートパッ クのアップグ
レード後、 再度カスタムビューを作成して ください。

分散環境

OVPI を分散システムと して使用している場合は、 すべてのサーバーで OVPI 5.2 と OVPI 5.2 の

すべてのサービスパッ クが実行されている必要があ り ます。 次に、 分散環境でのインス トール手
順の概要を示します。

1 中央サーバーの trendcopy を無効にします。

2 中央サーバーで以下を実行します。

• Interface Reporting 5.2 にアップグレード し、 レポート を配布します。

• Interface_Reporting_Device、 Interface_Reporting_Location、
Interface_Reporting_Protocol、 および Interface_Reporting_Vlan の各サブパッケージ

を 5.1 にアップグレード し、 レポート を配布します。

• Interface_Reporting_Device、 Interface_Reporting_Location、
Interface_Reporting_Protocol で使用する trendcopy コマンドを含むプロセスファ イル

を再編集します。 これらのファ イルは、 アップグレード処理中に上書きされています。

3 サテライ トサーバーごとに以下を実行します。

• バージ ョ ン 5.2 にアップグレード してレポート を配布する

• Interface_Reporting_Device と Interface_Reporting_Thresholds の各サブパッケージを

アップグレード します。

• 次のデータパイプを削除します。

— Interface Reporting Duplex Datapipe

• 次のデータパイプをインス トールします。

— IRifEntry Duplex Datapipe 2.0

• 次のデータパイプのアップグレードをインス トールします。

— UPGRADE_CiscoVLAN_Datapipe_to_22

— UPGRADE_IFEntry_Disc_Datapipe_to_24

— UPGRADE_IRifEntry_Datapipe_to_24

— UPGRADE_IR_OPNET_Export_Datapipe_to_21

4 中央サーバーの trendcopy を再び有効にします。

5 中央サーバーおよび各サテライ トサーバーを再び設定します。 詳細は、 第 4 章 「分散システ

ムのセッ ト アップ」 を参照して ください。

レポートが現在サテライ トサーバーから配布されている場合、
Interface_Reporting_Location、 Interface_Reporting_Protocol、
Interface_Reporting_Vlan の各サブパッケージもアップグレード し

ます。
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バージ ョ ン 5.2 へのアップグレード

Interface Reporting 5.2 へアップグレードするには、 次のタスクを行います。

• タスク 1: OVPI Timer を停止し、 レポートパッ クの CD からパッケージを抽出する

• タスク 2: 必要に応じて Common Property Tables 3.6 にアップグレードする

• タスク 3: Interface Reporting "to_52" アップグレードパッケージをインス トールする

• タスク 4: 必要に応じて、 "to_51" サブパッケージをインス トールする

• タスク 5: アップグレードパッケージがあるデータパイプのアップグレードパッケージをイン

ス トールする

• タスク 6: Interface Reporting Duplex datapipe をアンインス トールする

• タスク 7: 新しいバージ ョ ンの IRifEntry Duplex datapipe をインス トールする

• タスク 8: OVPI Timer を再起動する

タスク 1: OVPI Timer を停止し、 レポートパック CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 レポートパッ ク CD を挿入します。 Windows では、 自動的に [ メ イン メニュー ] が表示され

ます。 UNIX では、 CD が自動的にマウン ト されなかった場合、 CD の最上位ディ レク ト リ

に移動し ./setup コマンドを実行します。

4 選択フ ィールドに 1 を入力し、 [Enter] を押す。 インス トールスク リプ トがプログレスバーを

表示します。 コピーが終わる と、 インス トールスク リプ トはパッケージマネージャを開始し
ます。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

抽出処理が終了する と、 システムの Packages ディ レク ト リの下の Interface Reporting フォル

ダーに次のフォルダーが表示されます。

• Docs

• Interface_Reporting.ap

• Interface_Reporting_Demo.ap

• Interface_Reporting_Device.ap

• Interface_Reporting_Location.ap

• Interface_Reporting_Protocol.ap

「ポーリ ングフラグ有りのインタフェースのみ」 ポーリ ングルールを使用してい
る場合、 このアップグレード後にこのポーリ ングフラグを再度準備する必要が
あ り ます。 詳細は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』

を参照して ください。
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• Interface_Reporting_Thresholds.ap

• Interface_Reporting_Vlan.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_to_52.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_50_to_51.ap

タスク  2: Common Property Tables 3.6 にアップグレードする

Common Property Tables 3.6 にアップグレード していない場合は、 こ こでアップグレード しま
す。 その際、 以下のルールに従ってください。

• 他のパッケージを同時にインス トールしないでください。 Common Property Tables のアッ

プグレードパッケージのみインス トールして ください。

• [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ レポートの配布 ] のデフォルト を受け入れます。

こ こでのレポートの配布は、 Common Property Tables に付属するフォームの配布を意味し

ます。

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

アップグレードにヘルプな場合は、 『Common Property Tables ユーザーガイ ド』 を参照して く

ださい。

タスク  3: UPGRADE_Interface_Reporting_to_52 をインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を受け入れるか、

必要に応じて別のディ レク ト リ を選択します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を受け入れます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルトのままにし
ます。 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。

5 [ 次へ ] をクリ ックします。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

6 次のパッケージの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

UPGRADE_Interface_Reporting_to_52

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

8 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 インス

トールが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッ
セージが表示されます。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。
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タスク  4: Location、 Device、 Protocol、 VLAN の "to_51" サブパッケージをインス トールする

Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージのインス トールはオプシ ョ ンです。

Interface_Reporting_Thresholds をインス トールする と、 パッケージマネージャによ り自動的に

前提条件のパッケージである Thresholds モジュールがインス トールされます。

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 [ インストール ] をク リ ッ ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポート

の配布 ] のデフォルト を受け入れます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルト

のままにします。 アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

6 次のパッケージの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

a UPGRADE_Interface_Reporting_Device_50_to_51

b UPGRADE_Interface_Reporting_Location_50_to_51

c UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_50_to_51

d UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_50_to_51

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

8 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 インス

トールが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッ
セージが表示されます。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

タスク  5: アップグレードパッケージがあるデータパイプのアップグレードパッケージをインス
トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 [ インストール ] をク リ ッ ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポート

の配布 ] のデフォルト を受け入れます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルト

のままにします。 アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

インス トールしたアップグレードパッケージがビューに表示されなくても心配
はあ り ません。 パッケージマネージャは、 こ こでインス トールした項目を
Interface Reporting 5.2 と して表示します。 これはエラーではあ り ません。

分散システムの場合、 このタスクは中央サーバーでなく、 サテライ トサーバーに適用されます。
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6 次のパッケージの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

a UPGRADE_CiscoVLAN_Datapipe_to_22.ap

b UPGRADE_IFEntry_Disc_Datapipe_to_24.ap

c UPGRADE_IRifEntry_Datapipe_to_24.ap

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

8 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 インス

トールが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッ
セージが表示されます。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

タスク  6: 古いバージ ョ ンの IR Duplex Datapipe をアンインストールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポート

の配布解除 ] のデフォルト を受け入れます。 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォ

ルトのままにします。 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力し

ます。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

6 次のパッケージの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

Interface_Reporting_Duplex Datapipe

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

8 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、

削除プロセスが開始されます。 削除が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表示
されます。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

タスク  7: 新しいバージ ョ ンの IR Duplex Datapipe をインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 [ インストール ] をク リ ッ ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポート

の配布 ] のデフォルト を無効にします。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

[ ポーリ ングフラグ有りのインタフェースのみ ] ポーリ ングルールを使用している場合、 この

アップグレード後にこのポーリ ングフラグを再度準備する必要があ り ます。 詳細は、 『Interface 
Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を参照して ください。
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6 次のパッケージの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

IRifEntry_Duplex_Datapipe 2.0

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にし、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

8 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

タスク  8: OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

パッケージの削除

Interface Reporting パッケージをアンインス トールする と、 IR ifEntry Datapipe が自動的に削

除されます。 Interface Reporting パッケージをアンインス トールしても、 Interface Discovery 
Datapipe には影響しません。 Interface Reporting をアンインス トールするには、 次の手順を実

行します。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 Performance Insight を起動してパッケージマネージャを開始します。 パッケージマネー

ジャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

5 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 このサーバーから Interface Reporting のレポートが配布されている場合は、 [ レポートの配

布解除 ]、 [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れ

ます。 その他の場合は、 チェ ッ クボッ クスを選択解除して手順 9 に進みます。

8 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。
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9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 次のパッケー

ジの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

a Interface_Reporting 

b Interface_Reporting_Device 

c Interface_Reporting_Location 

d Interface_Reporting_Protocol 

e Interface_Reporting_Thresholds 

f Interface Reporting Vlan

g Interface_Reporting_Demo 

10 [OK] をク リ ッ ク します。

11 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

12 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、

削除プロセスが開始されます。 アンインス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了
メ ッセージが表示されます。

13 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

14 OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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3 新規インストール
本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• Interface Reporting のインス トールと調整

• 配布されたレポートへのアクセス

• オブジェク トモデルの新しいオブジェク ト カテゴ リ

• レポートのパフォーマンスデータの参照

• パッケージの削除

円滑なインストールのためのガイド ライン

OVPI レポート機能には、 2 つの構成要素 ( レポートパッ ク とデータパイプ ) があ り ます。 レ

ポート機能には、 複数のデータパイプが含まれているものがあ り ます。 データパイプのインス
トール時に、 特定の周期で特定の種類のパフォーマンスデータを収集するよ うに OVPI を設定し

ます。 レポートパッ クをインス トールする と、 データパイプによって収集されたデータの要約お
よび集約を行う よ う OVPI が設定されます。

レポートパッ ク CD-ROM のパッケージがシステムの Packages ディ レク ト リに抽出されている

と、 Interface Reporting はインス トールできる状態になっています。 レポートパッ ク CD から

パッケージをまだ抽出していない場合は、 本章の手順に従ってください。 抽出手順の終了後、
パッケージマネージャを起動し、 画面に表示される指示に従って、 Interface Reporting をイン

ス トールできます。 パッケージマネージャを使用する前に、 前提条件、 Common Property 
Tables、 および分散環境に関連する次のガイ ド ラインを確認して ください。

OVPI に関連する前提条件

処理を続ける前に、 次の手順に従って、 前提条件が満たされているこ とを確認します。

1 次のソフ ト ウェアがすでにインス トールされているこ とを確認します。

• OVPI 5.2

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービスパッ ク

本章では、 データベースの設定、 サイズ指定、 または調整については取り上げません。 これ
らのタスクに関するヘルプについては、 『OVPI Installation Guide』 を参照して ください。

サービスパッ クのインス トールに関する詳細は、 サービスパッ クに添付されている リ リース
ノート を参照して ください。

2 OVPI Timer をオフにします。 OVPI Timer がオフになっていない場合、 レポートパッ クの

調整が終了しないうちに、 システムの処理が開始されます。
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3 次のいずれかの方法で、 ノード リ ス ト を生成します。

• 手動で生成する

• OVPI SNMP ディ レク ト リ を実行する

• 別のアプリ ケーシ ョ ン (NNM など ) からエクスポート したノードの リ ス ト をインポート

する

• ファ イルにノードを追加し、 node_manager.exe を使用してこのファ イルをインポート

する

SNMP ポーリングに関連する前提条件

1 [SNMP プロファ イル編集 ] ウ ィンド ウ  ([ ポーリングポリシーの管理 ] > [ 編集 ] > [SNMP プロファ

イル ]) を開いて、 次のフ ィールドを編集します。

a OIDs-per-PDU のデフォルト値を大き く します。

OIDs-per-PDU 数のデフォルトは 20 です。 IR の未処理データ収集では、 28 の OID を

ポーリ ングします。 OIDs per PDU が調整されていなければ、 OVPI はポーリ ング対象

デバイスに 2 つの PDU を送信します。 このデフォルト を PDU 当たり 30 の OID に変

更する と、 各デバイスに送信されるパケッ ト数を半分に減らすこ とができます。

b SNMP タイムアウ トのデフォルト を小さ く します。

信頼できる高速ネッ ト ワークの場合は、 タイムアウ トのデフォルト を小さ く します。 デ
フォルト を小さ くする と、 ポーリ ングウ ィンド ウが短縮されます。

c SNMP 再試行のデフォルト を小さ く します。

信頼できる高速ネッ ト ワークの場合は、 応答しないデバイスを再試行し続けないでくだ
さい。 デフォルトの試行回数は 5 回ですが、 通常これは多すぎです。 これは 1 または場

合によっては 0 に減らします。 使用不能なデバイスを再試行し続けるよ り も、 デバイス

のポーリ ングをな く した方が適切です。

2 子ポーラーの数のデフォルト を大き く します。

SNMP ポーラーは mw_collect です。 Mw_collect は、 ポーリ ング対象デバイスごとに子ポー

ラーを 1 つずつ生成します。 デフォルトの子ポーラーは 5 つです。 つま り、 プロセスウ ィ ン

ド ウには常にアクティブな子ポーラーが 5 つあ り、 1 つ子ポーラーが終了する と直ちに新し

い子ポーラーが開始されます。

子ポーラーの数は、 「-c」 引数によって制御されます。 ポーリ ングの効率を上げるために、 次

の行を編集して、 子ポーラーの数を増やして ください (25、 35、 または場合によっては 50)。

$DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched

5 分、 10 分、 15 分、 20 分、 60 分、 1440 分単位の起動に対する mw_collect 項目に 「-c n」
を追加して、 ファ イルを編集します。

i

サイズの大きな要求パケッ トは、 すべての SNMP エージェン トで許可されるわけで

はあ り ません。 エージェン トで 28 の OID が許可されない場合、 要求パケッ トが大

きすぎる旨のメ ッセージが表示されます。 この場合、 小さいパケッ ト を数多く送信
するか、 OID カウン ト を少な くする SNMP プロファ イルを別に作成して、 30-OID
ポ リシーに対応できないノードにこのポ リシーを割り当てます。

使用

OIDs-per-PDU のデフォルトは OVPI によ り設定されます。 OVPI の今後のリ リース

では、 異なるデフォルト を使用する可能性があ り ます。 デフォルトが正しければ、
変更は必要あ り ません。
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3 SNMPv2 GETBULK カーネルを有効にします。

OVPI では、 SNMPv2 (snmpv2c) 収集用に GETBULK カーネルが提供されています。

GETBULK を使用するこ とで、 OVPI がターゲッ ト ノードに送信する SNMP PDU の数を大

幅に減らすこ とができます。 SNMP PDU の数を減らすこ とで、 ポーリ ングの効率が上がる

と と もに、 ベンダーの SNMP エージェン トがどのよ うに実装されているかによっては、

ポーリ ング対象デバイスの負荷も軽減されます。

SNMPv2 GETBULK を有効にするには、 「-e」 引数を mw_collect に追加します。 次に、 例

を示します。

5 – {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect –m –i 5 –K 1 –c 250 –e 

10 – {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect –m –i 10 –K 1 –c 250 –e 

15 – {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect –m –i 15 –K 1 –c 250 –e 

20 – {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect –m –i 20 –K 1 –c 250 –e 

60 – {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect –m –i 60 –K 1 –c 250 –e

Common Property Tables

Common Property Tables の古いバージ ョ ンを使用している場合は ( バージ ョ ン 3.5 以前 )、
バージ ョ ン 3.6 にアップグレード します。 Common Property Tables を使用していない場合は、

パッケージマネージャで最新バージ ョ ンの Common Property Tables をインス トールして くださ

い。 Common Property Tables のアップグレード と同時に他のパッケージをインス トールしない

でください。 Common Property Tables のアップグレードのみインス トールして ください。

Common Property Tables のインス トールと使用方法に関する詳細は、 『Common Property 
Tables ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

分散環境

Interface Reporting を分散システムと して実行する場合は、 すべてのサーバーで同じバージ ョ

ンの OVPI とそのバージ ョ ンで提供されているすべてのサービスパッ クが実行されている必要が

あ り ます。 インス トール手順の概要は、 次の通りです。

中央サーバー

次のパッケージを中央サーバーにインス トールします。

• Interface_Reporting

• Interface_Reporting_Device

• Interface_Reporting_Location

• Interface_Reporting_Protocol

• Interface_Reporting_Vlan サブパッケージ

中央サーバーにこれらのパッケージをインス トールする際、 レポート を配布します。
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サテライ トサーバー

次のパッケージを各サテライ トサーバーにインス トールします。

• Interface_Reporting

• Interface_Reporting_Device

• Interface_Reporting_Location サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Protocol サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Vlan ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Thresholds サブパッケージ ( オプシ ョ ン )

• Interface Discovery Datapipe 2.4

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.4

• Cisco VLAN Datapipe 2.2 ( オプシ ョ ン )

• OPNET Export Datapipe 2.1 ( オプシ ョ ン )

インス トールが完了したら、 次にサテライ トサーバーのデータベースへ接続し、 trendcopy コマ

ンドを使用してデータを収集するよ う設定し、 各サテライ トサーバーでの日次および月次の集約
を無効にします。 詳細は、 第 4 章 「分散システムのセッ ト アップ」 を参照して ください。

Interface Reporting のインストールと調整

この項では、 次のタスクについて説明します。

• タスク 1: レポートパッ ク CD から既存のパッケージを抽出する

• タスク 2: 必要に応じて Common Property Tables 3.6 にアップグレードする

• タスク 3: Interface Reporting と両方のデータパイプをインス トールする

• タスク 4: IR ifEntry Datapipe のポーリ ングポ リ シーをオフにする

• タスク 5: IR_Config.pl ユーティ リ テ ィ を使用して、 ポーリ ングポ リシーをチェッ ク し調整す

る

• タスク 6: [ 管理 ] フォームを使用して準備モードを設定する

• タスク 7: OVPI Timer を再起動する

• タスク 8: 不要な ifTypes ( プロ ト コル ) を無効にして、 デフォルトのしきい値を調整する

• タスク 9: タスク 4 でオフにしたポーリ ングポ リシーをオンに戻す

• タスク 10: カスタマと場所を準備する

• タスク 11: OVPI から準備データをエクスポート して保管する

IR_Config.pl ユーティ リ テ ィ を使用して実装できるポーリ ングルールオプシ ョ ンの 1 つが、 [ フ

ラグの設定されたインタフェースだけをポーリングする ] です。 デスク ト ップユーザーを接続する

ポートがネッ ト ワーク内に数百または数千もある場合、 [ フラグの設定されたインタフェースだ

けをポーリ ングする ] オプシ ョ ンを使用するこ とで、 データ収集を一部のインタフェースだけに

制限でき、 パフォーマンスやスケーラビ リ ティの向上を図るこ とができます。 詳細は、 『IR 
ifEntry Datapipe User Guide』 を参照して ください。
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タスク 1: OVPI Timer を停止し、 レポートパック CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer プロセスが実行中であれば、 停止させ、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows:

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

[ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 レポートパッ クの CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 Windows では、 自動的に [ メ イ

ン メニュー ] が表示されます。 UNIX では、 CD が自動的にマウン ト されなかった場合これ

をマウン ト し、 setup コマンドを実行します。

4 選択フ ィールドで 1 と入力して OVPI レポートパッ クを選択し、 [Enter] を押します。 イン

ス トールスク リプ トがプログレスバーを表示します。 抽出処理が終わる と、 インス トールス
ク リプ トはパッケージマネージャを起動します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

抽出処理が終了し、 Packages ディ レク ト リの下の Interface Reporting フォルダーに移動する

と、 インス トールできる状態のパッケージが表示されます。 Interface Reporting には次のサブ

フォルダーが含まれています。

• Docs

• Interface_Reporting.ap

• Interface_Reporting_Demo.ap

• Interface_Reporting_Device.ap

• Interface_Reporting_Location.ap

• Interface_Reporting_Protocol.ap

• Interface_Reporting_Thresholds.ap

• Interface_Reporting_Vlan.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_50_to_51.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_to_52.ap

• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_50_to_51.ap

アップグレードパッケージは無視してください。 デモパッケージのインス トールはオプシ ョ ンで
す。
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タスク  2: Common Property Tables をアップグレードする

このタスクは、 古いバージ ョ ンの Common Property Tables を現在実行している場合のみ必要で

す。 バージ ョ ン 3.6 にアップグレードするには、 アップグレードパッケージをインス トールしま

す。 その際、 以下のルールに従ってください。

• アップグレードパッケージのインス トールは単独で行い、 他のパッケージを同時にインス
トールしないでください。

• [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ レポートの配布 ] のデフォルト を受け入れます。

レポート を配布するこ とで、 Common Property Tables に付属のフォームも配布されます。

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

アップグレードにヘルプな場合は、 『Common Property Tables ユーザーガイ ド』 を参照して く

ださい。

タスク  3: Interface Reporting と両方のデータパイプをインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を受け入れるか、

必要ならブラウズ機能で別のディ レク ト リ を選択します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポート

の配布 ] のデフォルト を受け入れます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名とポートはデフォルト

のままにします。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

6 次のパッケージの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

a Interface Discovery Datapipe 

b Interface Reporting ifEntry Datapipe 

c Interface Reporting Duplex Datapipe 

d Cisco VLAN Datapipe ( オプシ ョ ン )

e OPNET Export Datapipe ( オプシ ョ ン )

f Interface_Reporting 

g Interface_Reporting_Device 

h Interface_Reporting_Location ( オプシ ョ ン )

i Interface_Reporting_Protocol ( オプシ ョ ン )

j Interface_Reporting_Thresholds ( オプシ ョ ン )

k Interface Reporting Vlan ( オプシ ョ ン )

l Interface_Reporting_Demo

で

プロ ト コルと場所の統計情報が不要であれば、 Interface_Reporting_Protocol および

Interface_Reporting_Location サブパッケージはインス トールしないでください。

これらのサブパッケージをインス トールする と、 データベースサーバーは他の集約
にも リ ソースを強制的に割り振り ます。
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7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 パッケージのインス

トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 デフォルトのままにします。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

9 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 インス

トールプロセスが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完
了メ ッセージが表示されます。

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

タスク  4: IR ifEntry Datapipe のポーリングポリシーをオフにする

ifType を監視するよ うにレポートパッ クを設定するまで、 未処理データ収集が開始されないよ う

にします。 [ 管理コンソール ] から、 [ ポーリ ングポ リシーの管理 ] を開き、 IR 収集の次のポー

リ ングポ リシーをオフにします。

• ifName_Collection

• ifIndex_Collection

• ifDescr_Collection

• ifAlias_Collection

タスク  5: IR_Config.pl ユーティ リテ ィ を使用して、 ポーリングポリシーをチェ ックし調整する

IR ifEntry Datapipe には設定ツールが含まれています。 設定ツールを使用してポーリ ングルー

ルを調整します。 ポーリ ングルールのオプシ ョ ンは以下のとおりです。

• Poll All Active Interfaces ( すべてのアクティブなインタフェースをポーリ ングする )

• Poll All Interfaces ( すべてのインタフェースをポーリ ングする )

• Poll All Active Interfaces with Monitored Protocols ( 監視対象プロ ト コルが設定されたすべ

てのアクティブなインタフェースをポーリ ングする ) ( デフォルト )

• Poll All Interfaces with Monitored Protocols ( 監視対象プロ ト コルが設定されたすべてのイ

ンタフェースをポーリ ングする )

• Poll Flagged Interfaces Only ( フラグの設定されたインタフェースだけをポーリ ングする )

デフォルト を調整する場合は、 設定ツール (IR_Config.pl) を起動して、 変更を行います。 フラグ

の設定されたインタフェースだけのポーリ ング ( 指定インスタンスポーリ ング ) の詳細は、

『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

タスク  6: 必要に応じて、 [ 管理 ] フォームを使用してデフォルトの準備モードを変更する

準備モードによって、 ユーザーよ り もネッ ト ワークから取得された値が優先されるのか、 それと
もネッ ト ワークから取得された値よ り もユーザが優先されるのかが決ま り ます。 デフォルトで
は、 ifIndex、 ifName、 ifDescr に対してユーザーが設定した値は、 ネッ ト ワークから取得され

た値によって上書きされません。

ただし、 ネッ ト ワークがダイナミ ッ クな場合で、 変更に対応できるよ うにしたいと きは、 このデ
フォルトでは適切でない場合があ り ます。 デフォルト を変更するには、 [ オブジェク トの管理 ]
ビューを開き、 [ インタフェースレポーティングの管理 ] フォームを選択します。 フォームを開いた

ら、 準備モードを 1 に設定します。
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タスク  7: OVPI Timer を再起動する

Windows: 

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

タスク  8: 不要な ifTypes ( プロ ト コル ) を無効にして、 デフォルトのしきい値を調整する

1 [ プロ ト コルデフォルトの変更 ] フォームを開きます。

2 レポートに取り込みたくない ifTypes を無効にするために、 ステータスを監視対象から監視

対象外に ト グルします。 必要であれば、 すべての ifTypes を無効にして、 動作モードをロ ッ

クダウンモードにします。 すべての ifTypes を無効にした場合、 後で一部の ifTypes を有効

にする必要があ り ます。

3 ifType ごとにデフォルトのしきい値を調整します。 Interface Reporting はデバイス上に新し

いインタフェースを検出した場合、 KIRDevPorts プロパティテーブルに新しい行を追加しま

す。 この新しい行に、 このフォームで設定されたしきい値が取り込まれます。

タスク  9: タスク 4 でオフにしたポーリングポリシーをオンに戻す

実装は正し く設定されています。 目的のインタフェースから ifEntry データを取り出し、 タイム

アウ トによって時間を無駄にするこ と もな く、 SNMP 再試行要求によっても時間を無駄にする

こ と もな く、 OID を取り出すのに最低限必要な数だけの SNMP データグラムを送信していま

す。 この状態であれば、 タスク 4 でオフにしたポーリ ングポ リシーをオンに戻して問題あ り ませ

ん。

タスク  10: カスタマと場所を準備する

カスタマと場所をインタフェースに割り当てる必要はあ り ません。 インタフェースが、 親ノード
からカスタマと場所を継承します。 ただし、 継承された値を無効にする場合は、 カスタマと場所
をインタフェースに割り当てなければなり ません。

親ノードをカスタマと場所に割り当てるには、 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューに移動

し、 ノードを選択して、 [ オブジェク ト固有のタスク ] 下にある [ ノード情報の更新 ] フォームを開

きます。

タスク  11:OVPI から準備データをエクスポート して保管する

OVPI からプロパティ情報をエクスポート します。 何らかの理由でレポートパッ クをアンインス

トールした後、 再度インス トールする必要がある場合、 エクスポート ファ イルを使用して、 プロ
パティ情報を直ちにインポート し直すこ とができます。

フラグの設定されたインタフェースだけをポーリ ングしている場合、 レポートに取
り込みたくない ifTypes はすでに無効になっています。
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配布されたレポートへのアクセス

Interface Reporting をインス トールしたと き、 [ レポートの配布 ] オプシ ョ ンを有効にしていま

す。 そのため、 このパッケージのレポート ( およびレポートに付属するすべてのフォーム ) は、

OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに配布されています。 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに配布

されたレポートは、 OVPI ク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用して表示するか、 または Web
上で表示するこ とができます。

システムにク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがインス トールされている場合は、 [ レポート ビュー

ア ]、 [ レポート ビルダ ]、 および [ 管理コンソール ] にアクセスできます。 ク ラ イアン ト アプ リ

ケーシ ョ ンがない場合は、 Web インタフェースを使用して、 レポート を表示します。

ク ラ イアン トの詳細は、 『OVPI インス トールガイ ド』 を参照して ください。 [ オブジェク ト / プ
ロパティの管理 ] ビューを使用して選択したオブジェク トに固有のレポート を表示する方法な

ど、 [ 管理コンソール ] の詳細は、 『Open View Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して く

ださい。

OVPI オブジェク トモデルの新しいオブジェク ト カテゴリ

OVPI オブジェク トモデルを使用する と、 オブジェク ト を検索した り、 オブジェク トに関連した

タスクを実行した り、 オブジェク トに関するレポート を表示したりできます。 新しいレポート
パッ クをインス トールする と、 1 つまたは複数のオブジェク ト カテゴ リが追加され、 オブジェク

トモデルが変更されます。 Interface Reporting をインス トールする と、 オブジェク トモデルに

オブジェク ト カテゴ リが 1 つ追加されます。 interface. 

オブジェク トモデルのいずれかのオブジェク ト (interface など ) を選択する と、 [ オブジェク ト /
プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウの右側が更新されます。 [ 全般的なタスク ] と [ オブジェク ト固有の

タスク ] で、 オブジェク トに関するフォームを探します。 [ オブジェク ト固有のレポート ] でオブ

ジェク トに関するレポート を探します。

レポートのパフォーマンスデータの参照

レポートの表示に十分な量のデータが蓄積されるまでの時間は、 レポートによって異なり ます。
一番早く十分な量のデータが蓄積されるレポートは、 準リ アルタイムレポートです。 3 度目の

ポーリ ング周期が終了する と、 このレポートにデータが表示されます。 前日のパフォーマンスを
分析するレポート などの他のレポートは、 少なく と も丸 1 日分のデータがなければ結果を表示で

きません。

数日分のデータが収集されるまで、 日次のグラフは部分的にのみ表示されます。 同じ く、 月次の
グラフでは、 数ヶ月分のデータが収集されるまで完全な情報は提供されません。 キャパシティプ
ランニングレポートは、 ベースライン期間 (42 日間 ) に収集されたデータに基づく最大ビジー時

間の平均値がなくては機能しないため、 信頼できる予測データを得るには約 6 週間待たなくては

なり ません。
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パッケージの削除

Interface Reporting パッケージをアンインス トールする と、 Interface Reporting ifEntry 
Datapipe が自動的に削除されます。 Interface Reporting パッケージをアンインス トールして

も、 Interface Discovery Datapipe には影響しません。

Interface Reporting 5.0 をアンインス トールするには、 次の手順を実行します。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows:

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

[ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

5 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。 このサー

バーから Interface Reporting のレポートが配布されている場合は、 [ レポートの配布解除 ]、
[OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れます。 その

他の場合は、 チェッ クボッ クスを選択解除して手順 8 に進みます。

7 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 次のパッケー

ジの横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

a Interface_Reporting 

b Interface_Reporting_Device 

c Interface_Reporting_Location 

d Interface_Reporting_Protocol 

e Interface_Reporting_Thresholds 

f Interface Reporting Vlan

g Interface_Reporting_Demo 

9 [OK] をク リ ッ ク します。

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。
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11 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、

削除プロセスが開始されます。 アンインス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了
メ ッセージが表示されます。

12 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

13 OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロールパネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
新規インストール 37



38 第 3 章



4 分散システムのセッ トアップ
本章では、 次の項目について説明します。

• 各種サーバーにインス トールされているパッケージの確認

• ポーリ ングの分割と重複ポーリ ングの回避

• 中央サーバーの設定

• サテライ トサーバーの設定

• システムクロ ッ クの同期

各種サーバーにインストールされているパッケージの確認

正しいパッケージがインス トールされているこ とを確認します。 中央サーバーの要件は以下のと
おりです。

• Interface Reporting 5.2

• Interface_Reporting_Device

• Interface_Reporting_Location

• Interface_Reporting_Protocol

• Interface_Reporting_Vlan ( オプシ ョ ン )

サテライ トサーバーの要件は以下のとおりです。

• Interface Reporting 5.2

• Interface_Reporting_Device

• Interface_Reporting_Location ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Protocol ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Vlan ( オプシ ョ ン )

• Interface_Reporting_Thresholds ( オプシ ョ ン )

• Interface Discovery Datapipe 2.4

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.4

• Cisco VLAN Datapipe 2.2 ( オプシ ョ ン )

• OPNET Export Datapipe 2.0 ( オプシ ョ ン )
  39



ポーリングの分割と重複ポーリングの回避

ポーリ ングの実行方法を決定し、 それに従ってデバイスグループを分割する必要があ り ます。 デ
バイスグループを分割する方法は以下のとおりです。

• ポーリ ングを中央サーバー、 サテライ トサーバー、 およびリモートポーラーで分割する

• ポーリ ングをサテライ トサーバーと リモートポーラーで分割する

• ポーリ ングを複数のリモートポーラーで分割する

重複ポーリ ングは避けてください。 重複ポーリ ングは、 あるサーバーに割り当てられたデバイス
グループが、 別のサーバーまたはリモートポーラーに割り当てられている時に発生します。 この
問題を避けるため、 ポーリ ング機能は正し く分割して ください。 次の条件がすべて満たされてい
る場合、 ポーリ ング機能は正し く分割されています。

• 2 台のサーバーが同じポーリ ングポ リシーとデバイスグループのリ ス ト を使用していない場

合

• 2 台のリモートポーラーが同じポーリ ングポ リシーとデバイスグループのリ ス ト を使用して

いない場合

• サーバーと リモートポーラーがポーリ ングポ リシーとデバイスグループのリ ス ト を共有して
いない場合

ポーリ ングポ リ シーとその作成方法についての詳細は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe 
ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次のタスクを行います。

• タスク 1: データベースロールを設定してサテライ トサーバーを登録する

• タスク 2: LIR を有効化する

• タスク 3: LIR マッピングを追加する

• タスク 4: 自動生成されたコピーポ リシーを検証する

• タスク 5: trendtimer.sched ファ イルを変更する

タスク 1: データベースロールを設定してサテライ トサーバーを登録する

1 [ 管理コンソール ] を起動します (Administrator 権限でログオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。

3 [OVPI データベース ] フォルダーに移動してデータベースシステムを選択します。

4 [ データベースのプロパティ ] をク リ ッ ク します。

5 [ データベースロール ] リ ス ト から、 サテライ トサーバーロールを選択します。

6 サテライ トサーバーロールの設定に必要な情報を入力します。

新しいデータベース リ ファレンスを追加するには、 System and Network Administration アプ

リ ケーシ ョ ンで [ データベース リ ファレンスの追加ウ ィザード ] を使用できます。
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タスク  2: LIR を有効化する

1 [ 管理コンソール ] を起動します (Administrator 権限でログオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。

3 [OVPI データベース ] フォルダーに移動して中央サーバーを選択します。

4 [LIR 設定 ] をク リ ッ ク します。

5 [LIR の有効化 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

タスク  3: LIR マッピングを追加する

1 [ 管理コンソール ] を起動します (Administrator 権限でログオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。

3 [OVPI データベース ] フォルダーに移動して中央サーバーを選択します。

4 [LIR 設定 ] をク リ ッ ク します。

5 [ マッピングの追加 ] をク リ ッ ク します。

6 [Select Satellite Server] リ ス ト から、 マッピングを追加するサテライ トサーバーを選択しま

す。

7 [ カテゴリ ] データテーブルオプシ ョ ンを選択します。

8 ド ロ ップダウン リ ス トから [Interface Reporting] を選択します。

9 rateデータタイプを選択します。

10 [ リス トに追加 ] をク リ ッ ク します。

11 さ らに LIR マッピングを追加する場合は、 [ リス トに追加 ] をク リ ッ ク して、 手順 6 ～手

順 10 を繰り返します。

12 [OK] をク リ ッ ク します。

13 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

時間単位のデータおよび追加した各 LIR マッピングに対して、 コピーポ リシーが自動的に生成

されます。 LIR マッピングを追加したと きに選択したデータタイプ ( 上記の手順 9) によって、

( 生成されるコピーポ リシーで定義される ) コピーデータのタイプが決ま り ます。 ( 生成されるコ

ピーポ リ シーで定義される ) コピーデータのタイプは、 LIR マッピングで選択したデータタイプ

よ り も 1 つ上になり ます。 たとえば、 時間単位のデータタイプが選択されている場合、 日単位の

データコピーポ リシーを生成します。

タスク  4: 自動生成されたコピーポリシーを検証する

SHIRDevPorts テーブルに対してコピーポ リ シーが生成され、 コピータイプが正し く設定 ([ プ
ロパティおよびデータ ]) されているこ とを確かめます。

1 [ 管理コンソール ] を起動します (Administrator 権限でログオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [Copy Policy] アイコンをク リ ッ ク し、 Copy Policy Manager を起動

します。

3 SHIRDevPorts テーブルを探し、 コピータイプが [ プロパティおよびデータ ] に設定されて

いるこ とを確かめます。
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テーブルのコピーポ リシーが生成されていない場合は、 次の手順を実行します。

1 [ 新規コピーポリシー ] アイコンをク リ ッ クするか、 または Copy Policy Manager から [ ファイ

ル ] > [ 新規コピーポリシー ] を選択します。 [ コピーポ リシーウ ィザード ] が表示されます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [Satellite Server and Copy Policy Selection] ページが表示されま

す。

3 プルダウン リ ス トからサテライ トサーバーを選択します。 このサテライ トサーバーからデー
タが中央サーバーにコピーされます。

4 [ シングルテーブル ] を選択し、 プルダウン リ ス トから [SHIRDevPorts] を選択します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [Copy Type Selection Page] ページが表示されます。

6 [ プロパティおよびデータ ] を選択します。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ページが表示されます。

8 概要ウ ィンド ウの情報を確認します。 情報が正し くない場合は、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して変更

するこ とができます。

9 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

コピータイプが [ プロパティおよびデータ ] に設定されていない場合は、 次の手順を実行します。

1 コピーポ リシーをダブルク リ ッ ク します。

2 [ プロパティおよびデータ ] コピータイプを選択します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  5: trendtimer.sched ファイルを変更します。

trendtimer.sched ファ イルは {DPIPE_HOME}/lib/ディ レク ト リにあ り ます。 こ こで、

{DPIPE_HOME}は OVPI がインス トールされるディ レク ト リです。

以下を変更します。

• 次の行を探し、 変更します ( 毎日の処理時間を変更します )。

24:00+4:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f 
{DPIPE_HOME}/scripts/IR_DevPort_DMF__Process.pro

次のよ うに変更します。

24:00+3:00+40 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f 
{DPIPE_HOME}/scripts/IR_DevPort_DMF__Process.pro

• 次の行を探し、コ メン ト アウ ト します ( 中央サーバーがポーリ ングサーバーでない場合のみ )。

1:00+20 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f 
{DPIPE_HOME}/scripts/IR_DevPor_Hourly_Process.pro

サテライ トサーバーの設定

Interface_Reporting_Location と Interface_Reporting_Protocol がなくても、 サテライ トサー

バーはサテライ トサーバーのデータベースからローカルレポート を生成できます。 ただし、 サテ
ライ トサーバーですべてのレポート を生成する場合は、 必ずこれらのサブパッケージをインス
トールして ください。 Interface_Reporting_Location と Interface_Reporting_Protocol モジュー

ルがすでにインス トールされている場合は、 この作業は手順 6 から開始して ください。
42 第 4 章



次の手順に従って各サテライ トサーバーを設定します。

1 trendtimer.sched ファ イルを変更します。 このファ イルは、 {DPIPE_HOME}/lib/ディ

レク ト リにあ り ます。 こ こで、 {DPIPE_HOME}は OVPI がインス トールされるディ レク ト

リです。

次の行を探し、 変更します ( 毎日の処理時間を変更します )。

24:00+4:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f 
{DPIPE_HOME}/scripts/IR_DevPort_DMF_Process.pro

次のよ うに変更します。

24:00+3:40 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f 
{DPIPE_HOME}/scripts/IR_DevPort_DMF_Process.pro

2 IR_DevPort_DMF_Process.pro ファ イルを変更します。 このファ イルは、

{DPIPE_HOME}/scripts/ディ レク ト リにあ り ます。 こ こで、 {DPIPE_HOME}は OVPI が
インス トールされるディ レク ト リです。

IR_DMF1ブロ ッ クをコ メン ト アウ ト します (begin:IR_DMF1 wait行と end:IR_DMF1行も

コ メン ト アウ ト します )。

3 IR_DevPort_Hourly_Process.pro ファ イルを変更します。 このファ イルは、

{DPIPE_HOME}/scripts/ディ レク ト リにあ り ます。 こ こで、 {DPIPE_HOME}は OVPI が
インス トールされるディ レク ト リです。

IR_2ブロ ッ クのコ メン ト を外します (begin:IR_2 wait行と end:IR_2行のコ メン ト も外

します )。

4 テーブルマネージャを使用して、 SHIRDevPorts テーブルの保持期間を 4 日から 2 日に減ら

します。

5 監視対象外のプロ ト コルの Monitor オプシ ョ ンをオフに設定します。

6 Interface Reporting ifEntry Datapipe のポーリ ングポ リシーを設定します。各ノードが 2 台

以上のシステムからポーリ ングされないよ うに注意して ください。 以下のガイ ド ラインに
従ってください。

• リモートポーラーが使用中の場合、 リモートポーラーによる重複ポーリ ングを避け、 サ
テライ トサーバーと リモートポーラーによる重複ポーリ ングを避けてください。

• サテライ トサーバーが 2 台以上のリモートポーラーを使用している場合、 各ポーラーに

対して個別のポーリ ングポ リシーを作成し、 ビューでこれらのデバイスをグループ分け
します。

• 各ポーラーには、 次の 13 個のポーリ ングポ リシーを関連付ける必要があ り ます。

— RIRRouterSystem テーブル用のポーリ ングポ リシー 1 個

— Interface Discovery Datapipe 用のポーリ ングポ リ シー 8 個

— Interface Reporting ifEntry Datapipe 用のポーリ ングポ リ シー 4 個

ポーリ ングポ リ シーの設定にヘルプが必要であれば、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe 
User Guide』 を参照して ください。 第 3 章 「データパイプの設定」 を参照して ください。
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システムクロックの同期

各サテライ トサーバーのシステムク ロ ッ クが中央サーバーのシステムクロ ッ ク と同期しているこ
とを確認して ください。
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5 プロパティのインポート
本章では、 次の項目について説明します。

• 静的なプロパティ情報

• 特定プロ ト コルの監視

• バッチモードでのプロパティのインポート

• ベンダーとモデルに関する詳細の追加

静的なプロパティ情報

Interface Reporting は、 常に変化するパフォーマンスデータの他に、 固定のプロパティ情報を

保存し、 処理する機能を備えています。 以下に、 レポートに表示可能なプロパティの一覧をアル
ファベッ ト順に示します。

1 国

2 カスタマ

3 説明

4 デバイス名

5 デバイスタイプ

6 廃棄しきい値

7 エラーしきい値

8 全二重または半二重

9 グループ ID

10 グループ名

11 インタフェースの説明

12 インタフェースの速度

13 インタフェースの着信速度

14 インタフェースの送信速度

15 インタフェースのタイプ

16 場所 ID

17 場所名

18 モデルの詳細

19 モデル番号

20 プロ ト コル
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21 使用率しきい値

22 ベンダーの詳細

23 ベンダー名

プロパティ情報には、 以下の情報が利用されます。

• Protocol Configuration Table ( フォームで更新 )

• ネッ ト ワークからの自動供給

• Common Property Tables のバッチモードによるプロパティのインポート

• Common Property Tables の 「add new」 フォームと 「update」 フォーム

• Interface Reporting のバッチモードによるプロパティのインポート

• Interface Reporting の変更フォーム :

— プロ ト コルデフォルトの変更

— インタフェースのプロパティの変更

— インタフェースのカスタマの変更

— インタフェースの説明の変更

— インタフェースポーリ ングフラグの管理

— 管理 ( ログ、 データフ ィルタ リ ング、 プロビジ ョニング )

ノードレベルのプロパティ と インタフェースレベルのプロパティはソースが異なり ます。 ノード
レベルのプロパティのソースは Common Property Tables です。 インタフェースレベルのプロパ

ティのソースは Interface Reporting に付属の変更フォームおよび Interface Reporting に付属の

バッチモード インポートです。

デバイスに関連付けられているカスタマおよび場所がある場合は、 Common Property Tables を

使用して、 デバイスをそのカスタマおよび場所に割り当てます。 この手順が終了する と、 インタ
フェースレベルのプロパティがノードレベルから継承されます。 たとえば、 Common Property 
Tables を使用してデバイスをカスタマに割り当てた後、 Interface Reporting に付属のバッチ

モードプロパティ インポート を使用してさ らにプロパティをインポート した場合、 インポート
ファ イル内の 「未割り当てのインタフェース」 ( カスタマに明示的に割り当てられていないイン

タフェース ) はノードレベルのカスタマを自動的に継承します。

インタフェースが検出される と、 そのインタフェースに関連付けられたさまざまな属性 ( 速度、

タイプ、 説明 ) がネッ ト ワークから取得されます。 ただし、 ネッ ト ワークから取得される属性は

必ずしも正しいとは限り ません。 次のプロパティは、 正し くない可能性があ り ます。

• ifType

• ifSpeed

• ifDescr

不正なプロパティを修正するには、 プロパティ インポート ファ イルを更新してファ イルをイン
ポートするか、 フォームを開いて内容を修正し、 変更を保存します。

準備モードをオプシ ョ ン 1 に設定した場合、 プロパティ インポート ファ イルによって、 ネッ ト

ワークから収集された ifType、 ifSpeed、 および ifDescr の値が上書きされるこ とはあ り ません。

詳細については、 第 7 章 「変更フォーム」 の準備モードのオプシ ョ ンに関する項を参照して く

ださい。
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特定プロ ト コルの監視

監視ステータスパラ メータを使用する と、 プロ ト コルごとにインタフェースの監視を有効 / 無効

に設定するこ とができます。 デフォルトでは、 監視対象のプロ ト コルを使用しているすべての
「up」 状態 ( 動作中 ) のインタフェースがポーリ ングされ、 ポーリ ングされたデータは保存、 要

約、 およびレポート出力されます。 特定のプロ ト コルの収集を無効にするよ うに OVPI を設定す

るこ とができます。 たとえば、 デバイスに ATM ポート とフレーム リ レーポートがあ り、 フレー

ム リ レーポート を監視する必要がない場合に、 フレーム リ レーポートの収集を無効にできます。

以前監視していたプロ ト コルに対する監視を無効にしても、 データベースからデータは削除され
ませんが、 そのプロ ト コルに関するデータは新たに収集されなくな り、 データベースにも挿入さ
れません。 これまで監視対象であったプロ ト コルの監視をオフにする と、 これまでに収集された
データはいずれ古くな り ます。 プロ ト コルの Monitor がオンに設定された故意に監視から外され

ているインタフェースデータがあるかど うかを調べるには、 Admin フォルダーの設定と ロギン

グレポート を参照します。

ポーリ ングルールおよびプロ ト コルが監視対象外のポートのデータ収集を停止する方法について
は、 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

バッチモードでのプロパティのインポート

プロパティデータインタフェースの目的は、 プロパティデータをバッチ処理で OVPI にインポー

ト し、 プロパティデータをバッチ処理で OVPI からエクスポートするこ とです。 バッチモードは

通常、 更新が必要なインタフェースが多数ある場合に、 フォームの代わりに使用されます。

OVPI がプロパティデータをインポートする際、 インポート されるファ イルは特定のフォーマッ

トに準拠している必要があ り ます。 OVPI がプロパティデータをエクスポートする と、 生成され

るファ イルはこの正しいフォーマッ トに準拠しているため、 このファ イルを変更して再度イン
ポートできます。 インポート ファ イルは次の方法で作成できます。

• スプレッ ドシート アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 最初から作成する。

• データを提供するデータベースから、 必要なデータを必要なフォーマッ トでエクスポートす
る。

• OVPI によって収集されたプロパティデータを OVPI からエクスポートする。

プロパティ インポート ファ イルを最初から作成するのは容易ではないため、 次の手順に従う こ と
をお勧めします。

1 システムにデバイスを追加します。

2 システムでこれらのシステムのインタフェースを検出します。

3 次のコマンドを入力して、 OVPI から既存のプロパティデータをエクスポート します。

trend_proc -f IR_exportdata.pro

4 この結果、 出力されたファ イルを開始点と し、 プロパティ インポート ファ イルを独自に作成
します。

5 修正したファ イルを正しいディ レク ト リ (OVPI が検索する場所 ) に保存し、 次のコマンドを

入力してファ イルをインポート します。

trend_proc -f IR_importdata.pro
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インポート コマンドがデータのインポート元と し、 エクスポート コマンドがデータのエクスポー
ト先とするフォルダーは次のとおりです。

{$DPIPE_HOME}/data/PropertyData

プロパティ インポート ファイル

次の表では、 プロパティ ファ イルのフォーマッ トについて説明します。 ファ イルを自分自身で作
成する場合は、 ファ イルがこのフォーマッ トに準拠しているこ とを確認して ください。 作成する
フ ィールドの順番 ( 左から右 ) は、 この属性の順番 ( 上から下 ) に従ってください。 また各属性
は、 スペースではな く タブで区切ってください。 このファ イルを OVPI からエクスポートする
と、 フォーマッ トは正しいものにな り ます。

属性 タイプ デフォルト 説明

Device char_string,64 N/A デバイスの名前。 この属性の値は必須です。

Interface char_string、
128

N/A インタフェースの一意の識別子。 この属性の
値は必須です。

full_half integer 2 以下の値で、 半二重か全二重かを示します。

1 = 半二重

2 = 全二重

値が NULL の場合、 Protocol Configuration 
Table から自動的に取得されます。 NULL に

設定されない限り、 自動的には上書きされま
せん。

ifType integer N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifType の値。 プロ ト コルとそのプロパティを

判別するための、 Protocol Configuration 
Table への相互参照と して使用されます。

ifSpeed gauge N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifSpeed の値。

ifSpeedIn gauge N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifSpeed の値。 デュアルスピードのインタ

フェースでの着信速度を反映するよ う変更で
きます。 全二重インタフェースのみで使用さ
れます。

ifSpeedOut gauge N/A 管理対象デバイスの ifTable に含まれる

ifSpeed の値。 デュアルスピードのインタ

フェースでの発信速度を反映するよ う変更で
きます。 全二重インタフェースのみで使用さ
れます。

ifDescr char_string、
255

N/A ifTable に含まれる ifDescr の値。

cust_id seq_key -2 カスタマ別にインタフェースをグループ分け
する際にカスタマを識別する ID。
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customer_name char_string、
128

"Unknown 
Customer"

インタフェースを関連するカスタマ別にグ
ループ化するためのカスタマ名。

group_id seq_key -2 このインタフェースのグループ ID。 明示的に

は使用されません。

group_name char_string、
128

"Unknown 
Group"

このインタフェースのグループ名。 明示的に
は使用されません。

location_id seq_key -2 場所別にインタフェースをグループ分けする
際に場所を識別するための ID。

location_name char_string、
128

"Unknown 
Location"

インタフェースを物理的な場所でグループ化
するのに使用される場所名。

country_code seq_key -2 そのインタフェースの国コード。 明示的には
使用されません。

country_name char_string、
128

"Unknown 
Country"

そのインタフェースの国名。 明示的には使用
されません。

UtilThreshold integer 10000 使用率しきい値。 利用可能な帯域幅の割合 (%)
で、 ポーリ ング周期での平均と して算出され
ます。 この値がデフォルトの 10000 に設定さ

れ、 KIR_protocol_config 値が 0 よ り大きい場

合にのみ、 Protocol Configuration Table から

データで自動的に更新されます。

ErrorThreshold integer 10000 エラーしきい値。 _ エラーのある ト ラフ ィ ッ ク

の割合 (%) で、 ポーリ ング周期での平均と し

て算出されます。 この値がデフォルトの
10000 に設定され、 KIR_protocol_config 値が

0 よ り大きい場合にのみ、 Protocol 
Configuration Table からデータで自動的に更

新されます。

DiscardThreshold integer 10000 廃棄しきい値。 廃棄を含むト ラフ ィ ッ クの割
合 (%) で、 例外がカウン ト されたポーリ ング

周期での平均と して算出されます。

この値がデフォルトの 10000 に設定され、

KIR_protocol_config 値が 0 よ り大きい場合に

のみ、 Protocol Configuration Table からデー

タで自動的に更新されます。

AvailabilityThreshold integer 98 可用性しきい値。 可用性の割合 (%) で、 例外

がカウン ト されたポーリ ング周期での平均と
して算出されます。

この値がデフォルトの 10000 に設定され、

KIR_protocol_config 値が 0 よ り大きい場合に

のみ、 Protocol Configuration Table からデー

タで自動的に更新されます。

属性 タイプ デフォルト 説明
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プロパティデータのデフォルトディ レク ト リの変更

データプロパティ ファ イルのデフォルトディ レク ト リ 、 つま り、 インポートユーティ リ ティが
ユーザーの編集したファ イルを探す場所は、 SourceDirectory パスで指定されます。 このパス
は、 以下の TEEL ファ イルで指定されています。

IR_Property.teel

Interface Reporting パッケージをインス トールする前にデフォルトディ レク ト リ を変更する場
合、 Interface_Reporting.ap ディ レク ト リで TEEL ファ イルを探して 1 度パスを変更するだけ
で済むため、 作業を簡略化できます。 Interface Reporting をインス トールした後にデフォルト
ディ レク ト リ を変更する場合は、 パス変更を次の 2 個所で行う必要があ り ます。

• Interface_Reporting.ap

• {DPIPE_HOME}/lib

PropertyData ディ レク ト リの場所を変更するこ とは、 お勧めしません。 それでもディ レク ト リ
の場所を変更する必要がある場合は、 次の手順に従ってください。

1 データプロパティ ファ イルを格納する新しいディ レク ト リ を作成します。

2 上記に説明を参照して、 TEEL ファ イルが格納されているディ レク ト リ を開きます。

3 次のファイルを編集します。 IR_Property.teel

• デフォルトの SourceDirectory パスが含まれる行を探します (SourceDirectory = で

始まる行を検索 )。

• 既存のパスを新しいディ レク ト リへの完全パス名に置き換えます。 新しいパス名は、 イ
コール記号 ( = ) の直後から開始して ください。

ベンダーとモデルに関する詳細の追加

Interface_Reporting_Device サブパッケージは、 sysObjectId に基づいてベンダーとモデルを認
識できます。 インタフェースの準備と同様のインポート手順を使用して、 リ ス ト を追加または修
正できます。 ベンダーの詳細は、 Interface_Reporting_Device.apディ レク ト リ内の次の
ファ イルに保存されています。

• vendor.txt 

• vendor_model.txt

行を追加するか既存の行を修正し、 次のプロセスを呼び出します。

trend_proc -f IR_Import_Vendor.pro

ファ イルフ ィルターは、 元の SourceDirectory での指定のままにします。
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ベンダープロパティ

次の表に、 使用可能なフ ィールドの一覧を示します。

モデルプロパティ

次の表に、 使用可能なフ ィールドの一覧を示します。

列 タイプ デフォルト 注釈

ベンダー名 char_string、 128 必須フ ィールド ベンダーの名前。 例 :"Cisco"

ベンダーの詳細 char_string、 128 必須フ ィールド このベンダーのすべての装置に
関する追加の詳細。 例 :"Cisco 
Inventory"

Vendor sysObjectId char_string、 128 必須フ ィールド デバイスのシステムグループの
SNMP の sysObjectId。

列 タイプ デフォルト 注釈

ベンダー名 char_string、 128 必須フ ィールド ベンダー名。

モデルの詳細 char_string、 128 必須フ ィールド そのモデルに関する追加詳細。

Model sysObjectId char_string、 128 必須フ ィールド デバイスのシステムグループの
SNMP の sysObjectId。
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6 データのアーカイブ
本章では、 次の項目について説明します。

• データアーカイブ

• 現在の保持プロファ イル一覧の表示

• アーカイブの有効化

• カスタムな保持プロファ イルの作成

• アーカイブデータレポートの表示

データアーカイブ

データのアーカイブ機能によ り、 OVPI の集約およびレポーティングのパフォーマンスに影響を

及ぼすこ とな く、 大量のデータをアーカイブテーブルに保存できます。

デフォルトでは、 アーカイブは無効になっています。 アーカイブが有効である と、 データテーブ
ルがアクティブデータテーブルにな り ます。 データは所定の時間 ( 保持プロファ イルで定義 ) ア
クティブテーブルに保持された後、 アーカイブテーブルに移されます。 アクティブテーブルが
データをアーカイブできるアーカイブテーブルは 1 つだけです。

レポートパッ クをインス トールしてある と、 各データテーブルに (TEEL ファ イルの情報を使用

して ) 保持プロファ イルが作成されています。 保持プロファ イルでは、 保持プロファ イルの名前

と説明、 アクティブデータテーブルにデータを保持する期間 ( 日数 )、 アーカイブテーブルに

データを保持する期間 ( 日数 )、 およびアーカイブが有効であるかど うかが定義されます。 デー

タテーブルのアーカイブを有効にするには、 そのテーブルの保持プロファ イルを変更します。 1
つの保持プロファ イルを複数のデータテーブルに割り当てるこ とができますが、 1 つのデータ

テーブルに割り当てられている保持プロファ イルは常に 1 つだけです。

アクティブテーブルのデータ とアーカイブテーブルのデータを同じレポートに表示するこ とはで
きません。
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データアーカイブの詳細は、 『HP OpenView Performance Insight Administration Guide』 を参

照して ください。

現在の保持プロファイル一覧の表示

すべての保持プロファ イルを表示するには、 次の手順を実行します。

1 [ 管理コンソール ] を起動します (Administrator 権限でログオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペインの [ テーブル ] アイコンをク リ ッ ク し、 テーブルマネージャのナビゲー

シ ョ ンペインを表示します。

3 [ ファイル ] -> [ 保持プロファイル ] -> [ 保持プロファイルの管理 ] を選択します。 [ 保持プロファ

イルの管理 ] ダイアログに、 現在の保持プロファ イル一覧が表示されます。 [ 保持プロファ

イルの管理 ] ダイアログから、 保持プロファ イルの作成、 変更、 および削除を行う こ とがで

きます。

アーカイブの有効化

アーカイブを有効にするには、 データテーブルを選択してその保持プロファ イルを変更するか、
または保持プロファ イルを変更します。 テーブルマネージャのナビゲーシ ョ ンペインで [ アーカ

イブオン ] チェッ クボッ クスがオンの場合、 テーブルのアーカイブは有効です。

変更するデータテーブルの選択

特定のテーブルの保持プロファ イルを変更するには、 次の手順を実行します。

1 [ 管理コンソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペインの [ テーブル ] アイコンをク リ ッ ク し、 テー

ブルマネージャのナビゲーシ ョ ンペインを表示します。

2 テーブルマネージャのナビゲーシ ョ ンペインで、 テーブルをダブルク リ ッ ク します。 [Data 
Table Details] ダイアログが表示されます。

3 [ 保持プロファイル ] タブを選択します。

4 ダイアログのフ ィールドを変更します。

5 [ アーカイブオン ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

製品のインス トール時に作成されたデフォルトのプロファ イルの変更、 デフォルトのプロファ イ
ルの削除、 および使用中のプロファ イルの削除はできません。
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保持プロファイルの変更

保持テーブルを変更するには、 次の手順を実行します。

1 [ 管理コンソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペインのテーブルアイコンをク リ ッ ク します。

2 [ ファイル ] -> [ 保持プロファイル ] -> [ 保持プロファイルの管理 ] を選択します。 [Manage 
Retention Profiles] ダイアログが表示されます。

3 変更する保持プロファ イルを選択して、 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

4 ダイアログのフ ィールドを変更します。

5 [ アーカイブ有効化 ] フ ィールドで [ はい ] を選択します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

カスタムな保持プロファイルの作成

カスタムな保持プロファ イルを作成して、 アクティブデータテーブルに割り当てるには、 次の手
順を実行します。

1 [ 管理コンソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペインのテーブルアイコンをク リ ッ ク します。

2 [ ファイル ] -> [ 保持プロファイル ] -> [ 保持プロファイルの管理 ] を選択します。 [Manage 
Retention Profiles] ダイアログが表示されます。

3 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。 [Create Retention Profile] ダイアログが表示されます。

4 次の情報を入力します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

　

レポートパッ クのインス トール時に作成されたデフォルトの保持プロファ イルは変更できませ
ん。

フ ィールド 説明

[ プロファ イル名 ] 保持プロファ イルの名前。 最大長は 64 文字です。

[ 保持日数 ] アーカイブデータテーブルにデータを移す前に、 アクティブデー
タテーブルにデータを保持しておく日数。 すべてのデータをアク
ティブデータテーブルに保持しておく  ( アーカイブデータテーブル

にデータを移動しない ) 場合は、 [ 永久 ] フ ィールドで [ はい ] を
選択します。

[ アーカイブ保持日数 ] データが削除されるまで、 アーカイブデータテーブルにデータを
保持しておく日数。 すべてのデータをアーカイブデータテーブル
に保持しておく  ( アーカイブデータテーブルからデータを削除しな

い ) 場合は、 [ 永久 ] フ ィールドで [ はい ] を選択します。

[ 説明 ] 保持プロファ イルの説明。 最大長は 255 文字です。

[ アーカイブを有効化に

しますか ]
デフォルト : [ いいえ ]。 アーカイブを有効にし、 アクティブデー

タテーブルとアーカイブデータテーブルを作成する場合は [ はい ]
を選択します。
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6 カスタムな保持プロファ イルをテーブルに割り当てます。

a [ 管理コンソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペインの [ テーブル ] アイコンをク リ ッ ク しま

す。

b 表示されるテーブルをフ ィルタするには、 テーブルの一覧の上にあるプルダウン リ ス ト
から特定のカテゴ リ  (Interface_Reporting など ) や特定のタイプ (Rate など ) を選択し

ます。

c 保持プロファ イルを割り当てるテーブルを選択します。

d [ ファイル ] -> [ 保持プロファイル ] -> [ 保持プロファイルの割り当て ] を選択します。 [View 
Retention Profiles] ダイアログが表示されます。

e 作成した保持プロファ イルを選択します。

f [ 保持プロファイルの割り当て ] をク リ ッ ク します。

アーカイブデータレポートの表示

アーカイブデータレポートは、 アクティブデータレポートが表示可能であれば、 どこでも表示す
るこ とができます ( ただし、 アーカイブデータレポート を表示するには、 あらかじめアーカイブ

が有効であ り、 アーカイブデータテーブルにデータがなければなり ません )。 Web アクセスサー

バーから、 Archive フォルダーにレポートが提供されます。

アクティブテーブルのデータ とアーカイブテーブルのデータを同じレポートに表示するこ とはで
きません。
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7 変更フォーム
Interface Reporting には、 複数の変更フォームが含まれています。 これらのフォームを使用し

て、 以下を変更できます。

• プロ ト コルのデフォルト

• インタフェースの速度と関連するしきい値

• カスタマ、 場所、 およびインタフェースの説明

• 指定インスタンスポーリ ング

• ログレベル

• データフ ィルタ リ ング

• 準備モード

Common Property Tables に追加されていないカスタマまたは場所に、 インタフェースを割り当

てるこ とはできません。 Common Property Tables にカスタマおよび場所を追加するには、

Common Property Tables が提供する新規カスタマの作成フォームまたは新規場所の作成フォーム

を使用するか、 バッチモードでプロパティをインポート します。 詳細は 『Common Property 
Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

プロ ト コルのデフォルトの変更

新しいインタフェースを事前準備して特定のしきい値の設定および全通信モードまたは半通信
モードの指定を行っていない場合、 これらの変数の値は、 新しいインタフェースが検出されシス
テムに追加される と きに、 プロ ト コル設定ファ イルからプルされます。 このファ イルに対して新
しいプロ ト コルの追加や、 既存のプロ ト コルの特性の変更を行う こ とができます。

監視ステータスまたはデフォルトのプロ ト コルしきい値を変更するには、 次の手順を実行しま
す。

1 [HP OpenView] > [Performance Insight] > [ 管理コンソール ] を選択します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 管理対象オブジェク トのいずれかを選択します。 [ 全般的なタ

スク ] の下にフォームが表示されます。

3 [ プロ ト コルデフォルトの変更 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 変更するプロ ト コルを選択し、 必要に応じて [ プロ ト コル名 ]、 [Monitor]、 または [ しきい

値 ]( パーセン ト値 ) を更新します。

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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システムは、 以下の場合にプロ ト コルテーブルのデフォルト を使用します。

• 検出された直後のインタフェースをインタフェースプロパティテーブルに挿入する と き

• 既存のインタフェースで、 プロ ト コル関連のプロパティに NULL 値が含まれる場合

• 既存のインタフェースで、 プロ ト コル関連のプロパティに NULL 値が含まれる場合
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インタフェースプロパティの変更

インタフェースのプロパティの変更フォームを使用する と、 次のプロパティを変更できます。

• カスタマ

• 場所

• 使用率しきい値

• エラーしきい値

• 廃棄しきい値

• 可用性しきい値

• 速度 ( 着信 / 送信 )

このフォームは特に、 1 つのインタフェースについて複数のプロパティを変更する場合、 または

1 つのデバイスの複数のインタフェースを更新する場合に便利です。 必要であれば、 インタ

フェースのプロパティの変更フォームを使用して、 1 回の操作で、 1 つのデバイスに含まれるす

べてのインタフェースを変更するこ と もできます。 ただし この場合、 すべてのインタフェース
が、 速度やしきい値の設定を含む同じ値のセッ トで更新されるので注意して ください。 この
フォームにアクセスするには、 次の手順を実行します。

1 [HP OpenView] > [Performance Insight] > [ 管理コンソール ] を選択します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新対象のインタフェースを選択しますまたは、 1 つのデバ

イスのすべてのインタフェースを更新するには、 そのデバイスを選択します。 [ オブジェク ト

固有のタスク ] の下に、 [ インタフェースのプロパティの変更 ] が表示されます。

3 [ インタフェースのプロパティの変更 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 インタフェースを選択し、 必要に応じて割当て、 しきい値、 速度、 または通信モードの値を
更新します。

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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カスタマと場所の変更

インタフェースのカスタマの変更フォームと インタフェースの場所の変更フォームを使用する
と、 インタフェースをカスタマまたは場所に割り当てるこ とができます。 これらのフォームを使
用する と、 1 つのインタフェースを更新するこ と も、 1 つのカスタマまたは場所に 1 つのデバイ

スに含まれるすべてのインタフェースを割り当てるこ と もできます。

カスタマまたは場所の割当てを変更するには、 次の手順を実行します。

1 [HP OpenView] > [Performance Insight] > [ 管理コンソール ] を選択します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するインタフェースに移動して選択します。 デバイスの

すべてのインタフェースを更新する場合は、 デバイスを選択します。 フォームが [ オブジェク

ト固有のタスク ] の下に表示されます。

3 [ インタフェースのカスタマの更新 ] または [ インタフェースの場所の変更 ] をダブルク リ ッ ク しま

す。 フォームが開きます。

4 選択リ ス ト を使用して、 割当てを更新します。

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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インタフェースの説明の変更

インタフェースの説明を変更する場合は、 次の手順に従ってください。

1. [HP OpenView] > [Performance Insight] > [ 管理コンソール ] を選択します。

2. [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク します。

3. 更新するインタフェースに移動するか、 1 つまたは複数のインタフェースを更新するデバイ
スに移動します。 インタフェースの説明の変更フォームが [ オブジェク ト固有のタスク ] の下
に表示されます。

4. [ インタフェースの説明の更新 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

5. 変更するインタフェースを選択します。

6. デバイスを選択してこのフォームを開いた場合は、 そのデバイスのすべてのインタフェース
がテーブルに表示されます。 インタフェースの 1 つを選択して説明を更新し、 [ 適用 ] をク
リ ッ ク します。 この操作を繰り返して、 複数のインタフェースの説明を更新します。

7. 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存
せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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指定インスタンスポーリングの設定

Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 5 つのポーリ ングルールをサポート しています。 その
うちの 1 つである [ ポーリ ングフラグ有りのインタフェースのみ ] を適用する と、 収集対象を選
択したインタフェース ( ポーリ ングフラグが設定されたインタフェース ) のみに限定できます。
インタフェースのポーリ ングフラグを設定する方法はいくつかあ り ます。 その 1 つに、 インタ
フェースポーリ ングフラグの管理フォームの使用があ り ます。

インタフェースポーリ ングフラグの管理フォームを使用してインタフェースのポーリ ングフラグ
を設定するには、 次の手順を実行します。

1. [HP OpenView] > [Performance Insight] > [ 管理コンソール ] を選択します。

2. [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク します。

3. 更新するデバイスに移動して選択します。 インタフェースポーリ ングフラグの管理フォーム
が [ オブジェク ト固有のタスク ] の下に表示されます。

4. [ インタフェースポーリングフラグの管理 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。
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5. 変更するインタフェースを選択します。 [CTRL] キーまたは [SHIFT] キーを使用する と複数
のインタフェースを選択できます。

6. 必要なポーリ ングフラグ設定を選択します ([On] または [Off])。

7. 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存
せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

データフ ィルタ リング、 準備、 およびログレベル

データフ ィルタ リング

準備モード

ログレベル

オプシ ョ ン 影響

0 デフォルト。 収集対象インタフェースすべてのデータがデータ
パイプからレポートパッ クに転送されます。 新しいデバイスま
たはインタフェースが検出され、 ポーリ ングされる と、 それら
のデバイスおよびインタフェースのプロパティ行がレポート
パッ クに追加されます。

1 準備されたインタフェースのデータのみがレポートパッ クに転
送されます。 レポートパッ クで準備されていないインタフェー
スのデータが収集される と、 そのデータは廃棄されます。

オプシ ョ ン 影響

0 デフォルト。 既存の設定が、 ネッ ト ワークから収集されたイン
タフェースの速度、 タイプ、 説明の値によって上書きされるこ
とはあ り ません。 新しいインタフェースが検出され、 このイン
タフェースがレポートパッ クに存在しない場合は、 収集された
データから これらの属性が一度だけ設定されます。

1 ネッ ト ワークから収集されたインタフェースの速度、 タイプ、
説明の値によって、 既存の設定が上書きされます。 プロパティ
インポート を使用して値をインポート した場合は、 ifSpeed、
ifType、 ifDescr は更新されません。

オプシ ョ ン 影響

0 エラーのみ

1 デフォルト。 ロギングの標準レベル。

2 ロギングの最大レベル。
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設定の変更

データフ ィルタ リ ング、 準備、 またはログレベルの設定を変更するには、 次の手順を実行しま
す。

1. [HP OpenView] > [Performance Insight] > [ 管理コンソール ] を選択します。

2. [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 管理対象オブジェク トのいずれかを選択します。 [ 全般的なタ
スク ] ウ ィ ンド ウにフォームが表示されます。

3. [ インタフェースのレポーティング管理 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4. 変更する管理項目を選択し、 次に新しい設定を選択します。

5. 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存
せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
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8 例外多発箇所の特定
Interface Reporting は、 例外多発箇所の特定に役立つ次の 5 つのレポート を提供します。

• 例外のホッ ト スポッ ト (Exceptions サブフォルダー )

• デバイス例外のホッ ト スポッ ト (Device フォルダー )

• 例外のホッ ト スポッ トの ト ランク (VLAN フォルダー )

• VLAN 例外のホッ ト スポッ ト (VLAN フォルダー )

• 例外のホッ ト スポッ ト EtherChannel (EtherChannel フォルダー )

例外のホッ ト スポッ ト レポートには、 インタフェースが例外数の多い順に表示されます。 選択
テーブルに続いて、 3 つのグラフが表示されます。

• 例外数 ( 時単位 / 日単位 / 月単位 )

• 各種例外に関する過去 30 日間の平均値

• 通信方向別に表示される各種例外の日単位の平均発生率

最初のグラフは、 例外の発生状況が比較的に単調に推移しているか、 またはさまざまな例外が発
生しているかを示します。 発生状況が単調な場合、 問題は一種類の例外に起因していますが、 さ
まざまな例外が発生している場合、 問題は数種の例外に起因しています。 2 つ目のグラフでは、

例外の発生状況をしきい値に照らし合わせて確認できます。 3 つ目のグラフは、 利用可能な帯域

幅に占める使用率、 廃棄、 およびエラーの例外の発生率を示します。 インタフェースが全二重の
場合、 着信と発信の両方向の ト ラフ ィ ッ クに関するデータが表示されます。

デバイス例外のホッ ト スポッ ト レポート も同様です。 このレポートでは、 最初にカスタマ、 次い
でデバイスを選択します。 データはデバイス単位で集約されています。 このレポート を使用する
と、 最も例外を生成しているデバイスを特定できます。 選択テーブルに続いて、 3 つのグラフが

表示されます。

• 例外数 ( 時単位 / 日単位 / 月単位 )

• 各種例外に関する過去 30 日間の平均値

• 各種例外の日単位の平均発生率

以下に、 次の 3 つのレポートのサンプルを示します。

• 例外のホッ ト スポッ ト

• デバイス例外のホッ ト スポッ ト

• 例外のホッ ト スポッ トの ト ランク
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9 種類別の例外
Interface Reporting は例外を発生件数と種類別の 2 つの方法で表示します。 前日に最も例外が

多発したインタフェース とデバイスを調べたり、 特定種類の例外が発生したインタフェースを調
べたりするこ とができます。 例外の発生件数について調べるには、 ホッ ト スポッ ト レポート を使
用します。 例外の種類について調べるには、 次の 3 つのレポート を使用します。

• 廃棄例外

• エラー例外

• 使用率例外

この 3 つのレポートのフォーマッ トはよ く似ており、 次の情報が表示されます。

• インタフェースを例外数の多い順に表示する選択テーブル

• 例外数の合計を示す棒グラフ ( 時単位 / 日単位 / 月単位 )

• 最大値、 平均値、 およびしきい値が比較できる折れ線グラフ

• 最近測定された最大発生率およびその発生日時の一覧

選択テーブルには、 前日の例外発生状況が表示され、 表示されている特定の例外の発生件数、 イ
ンタフェースの速度、 および設定されているしきい値が示されます ( しきい値にはデフォルト値

が設定されます。 これらの値は、 フォームで変更するか、 更新されたしきい値を含むプロパティ
ファ イルをインポートするこ とで変更できます )。

最初のグラフには、 例外数が表示されます。 毎時のグラフは過去 2 日間の情報が、 日次のグラフ

は過去 30 日間の情報が表示されます。 前日の例外数に異常が見られる場合、 その例外数を日次

のグラフに照らし合わせて、 過去に記録した正常時の状況を把握します。 2 つ目のグラフでは、

平均値と最大値をしきい値と比較するこ とができます。

グラフの下には、 最近測定された最大発生率の一覧が表示されます。 各最大発生率は日付と共に
表示されているため、 これらの情報がいつ記録されたものか正確に把握できます。 この リ ス ト を
使用して、 前日の合計と過去の合計を比較し、 最大発生率が毎日同じ時間に発生しているかを確
認できます。

以下に、 3 つの例外レポートのサンプルを示します。
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10 場所とプロ ト コル
Interface Reporting には、 2 つのサマリーレポートが含まれています。 1 つは、 場所ごとにパ

フォーマンスデータを要約し、 場所の観点から見たパフォーマンスを示します。 も う 1 つは、 プ

ロ ト コルごとにパフォーマンスデータを要約し、 プロ ト コルの観点から見たパフォーマンスを示
します。 どちらのレポートでも主要な測定項目は、 通信量、 例外数、 および使用率です。

サマ リーレポートは、 複数のシステムに関するデータを集約して提供します。 場所サマ リーレ
ポートには、 次の情報が表示されます。

• 場所ごとのアクティブな監視対象インタフェースの数

• 場所ごとのカスタマ別の通信量

• 場所ごとの全カスタマの通信量

• 場所ごとの毎時、 日次、 および月次の例外数に関する分析情報

• 場所ごとの毎時、 日次、 月次の使用率

プロ ト コルのエグゼクティブサマ リーレポートには、 次の情報が表示されます。

• プロ ト コルごとのアクティブな監視対象インタフェースの数

• プロ ト コルごとのカスタマ別の通信量

• プロ ト コルごとの全カスタマの通信量

• プロ ト コルごとの毎時、 日次、 および月次の例外数に関する分析情報

• プロ ト コルごとの毎時、 日次、 月次の使用率

カスタマごとに場所を調査するこ と も、 または場所の全カスタマのパフォーマンスデータを同時
に参照するこ とでその場所を調査するこ と もできます。 同様に、 カスタマごとにプロ ト コルのパ
フォーマンスを調べるこ と も、 すべてのカスタマについて調べるこ と もできます。

サマ リーレポート を使用する と、 場所ごとまたはプロ ト コルごとに、 動作中の監視対象インタ
フェースの数や例外数を比較するこ とができます。 特定のカスタマの環境に設置された機器また
は特定の場所に設置された機器をアップグレードする必要がある場合、 サマ リーレポートによ り
その必要性がはっき り します。 また、 例外数を減少させるために特定の場所に設置された機器を
最近アップグレード した場合、 場所のサマ リーレポートによって状況が改善されたこ とが確認で
きます。

以下に、 2 つのサマリーレポートのサンプルを示します。
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11 キャパシティプランニング
Interface Reporting では、 時折発生する ト ラフ ィ ッ クの急増によ り発生する例外を監視できま

すが、 使用率の緩やかな増加によって数ヵ月後に発生する可能性のある潜在的な容量不足も確認
できます。 Interface Reporting には、 次のキャパシティプランニングレポートが含まれていま

す。

• ビジー時間のキャパシティプランニング

• 場所のキャパシティプランニング

• 場所のキャパシティプランニング

• プロ ト コルのキャパシティプランニング

ビジー時間のキャパシティプランニングレポートは、 ベースラインビジー時間の平均値 (42 時間

測定されたビジー時間の平均値 ) と この平均値の増加量または減少量の予測値に焦点を当てま

す。 選択テーブルでは、 インタフェースがベースラインビジー時間の F30 予測値の順に並んで

おり、 各インタフェースの次の統計情報を比較できます。

• ベースラインビジー時間

• ベースラインビジー時間の F30 予測値

• 使用率しきい値

ベースラインビジー時間は、 毎日少しずつ変化します。 これは、 毎日、 平均値を算出する計算か
ら最も古いビジー時間の値が除外され、 新しいビジー時間 ( 前日の値 ) が追加されるためです。

各ビジー時間の値は、 それ自体が平均値であ り (4 つのサンプル値に基づく )、 ピーク時の使用率

とは異なるこ とに注意して ください。 ビジー時間に含まれるサンプル値には、 実際の使用率が平
均を大き く上回る ( または下回る ) ものがあ り ます。

その他の 3 つのキャパシティプランニングレポートはカスタマごとに情報を表示するため、 最初

の手順はカスタマを選択するこ とです。 する と、 選択テーブルにはそのカスタマに属するデバイ
ス、 場所、 またはプロ ト コルが一覧表示されます。 これらのデバイス、 場所、 またはプロ ト コル
は、 増加率の高い順に表示されます。 増加率は F30 予測値をベースラインビジー時間で除算す

るこ とで算出されます。 4 つのキャパシティプランニングレポートのいずれでも、 選択テーブル

の下に予測データのグラフ とサービスのグレードに関するグラフが表示されます。 予測データの
グラフには、 ベースラインの詳細、 F60 値、 F90 値、 および各曜日の値が、 サービスのグレード

のグラフには、 廃棄、 エラー、 および使用率に関する例外が発生した際の影響が点数化されて表
示されます。

以下に、 2 つのキャパシティプランニングレポートのサンプルを示します。 1 つ目のレポートは

Interface フォルダーに、 2 つ目のレポートは Device フォルダーにあ り ます。
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12 サービスレベル管理
一般的に、 サービスプロバイダとカスタマの間に結ばれるサービスレベル契約は、 最小限の応答
時間と最大限の可用性を保証します。 サービスレベル管理レポートの目的は、 その両者のために
サービスレベルの監視方法を改善し、 精度を高めて契約違反をよ り容易に特定できるよ うにする
こ とです。

SLM レポートは、 SNMP の応答時間と可用性に主眼を置いています。 応答時間は、 管理インフ

ラス ト ラ クチャで発生する遅延、 つま りデータパイプとポーリ ング対象のデバイス間の遅延を示
します ( ク ラ イアン ト とサーバー間の遅延ではあ り ません )。 SNMP 応答時間が大き くても、 必

ずしもユーザーに同じ遅延が発生している とは言えませんが、 デバイスが遅延の原因である場合
には、 ユーザーにも同様の遅延が発生している可能性があ り ます。

可用性は、 デバイスが動作している時間の割合 (%) を示します。 この測定項目では、 SNMP の

sysUpTime 属性によって報告される情報をも とにデバイスが停止したと判断します。 各インタ

フェースの可用性を算出するため、 OVPI は、 デバイスの sysUpTime 値を 2 つのインタフェー

ス属性 ifOperStatus と ifLastChange と組み合わせます。

SLM レポート を使用する と、 可用性または応答時間に問題のある、 特定のインタフェース、 デ

バイス、 プロ ト コル、 および場所を見つけるこ とができます。 Interface フォルダーのレポート

は、 インタフェースごとに情報を表示するため、 最初にデバイス と インタフェースの組み合わせ
を選択します。 その他の SLM レポートはカスタマごとに情報を表示するため、 カスタマと各要

素の組み合わせを選択します。

先頭の選択テーブルには、 前日の可用性が示されており、 各項目は可用性の低い順に並べられて
います。 右のグラフで時間ごとの可用性を確認し、 次に毎時のグラフと日次のグラフを比較し
て、 前日の動作状況が再発性のない偶発的なインシデン トか、 長期的な変化の兆候かを調べま
す。 2 つ目の応答時間のテーブルには、 前日の応答時間が応答時間の長い順に表示されます。

Interface Reporting には、 4 つのサービスレベル管理レポートが含まれています。 以下に 2 つの

サンプルを示します。 1 つは Interface フォルダーに、 も う 1 つは Device フォルダーにあ り ま

す。
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13 管理レポート
次の表に、 各管理レポートが表示する情報の概要を示します。

管理レポート 提供される情報

設定と ロギング • 以下の設定 :
— ログレベル

— データフ ィルタ リ ング

— 準備

• ログの最新情報の一覧

• ログメ ッセージは、 コンポーネン ト別に表示される

• 各ログメ ッセージには時刻情報が含まれる

• 各ログメ ッセージには継続時間 ( 秒単位 ) が含まれる

• IR_map_p は、 最も一般的なコンポーネン ト

• ポーリ ングごとのログメ ッセージの数 ( サンプルレポート
ではポーリ ングごとに 2 個 ) は、 インタフェースの種類の
数によって異なり ます

インベン ト リ • カスタマの一覧

• カスタマごとのデバイスの一覧

• IP アドレス、 ベンダー、 モデル、 説明

• 各デバイスのインタフェースの一覧

• 各インタフェースの属性 :
— AdminStatus

— プロ ト コル

— 全二重 / 半二重

— 速度

— しきい値

— 説明

ト ップレベルインベン ト リ • ベンダーおよびモデル別のインタフェースの一覧

• カスタマごとのインタフェースの合計数

• ベンダーおよびモデル別のデバイスの一覧
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次のレポートのサンプルを以下に示します。

• 設定と ロギング

• インベン ト リ

• システムパフォーマンス

システムパフォーマンス 過去 2 時間に発生したプロセス :

• 名前

• 開始時間

• 継続時間

• 状態

• 各プロセスの継続時間を秒単位で示す棒グラフ

前日から継続しているプロセス :

• 名前

• 開始時間

• 継続時間

• 状態

• 各プロセスの継続時間を秒単位で示す棒グラフ

管理レポート 提供される情報
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A バージ ョ ン履歴
次の表は、 Interface Reporting Report Pack に行われた拡張機能の履歴をまとめたものです。

バージ ョ ン リ リース日 拡張機能

2.0 2002 年 1 月 Sybase のサポート

2.1 2003 年 1 月 マイナー修正 / 変更

3.0 2003 年 5 月 OVPI オブジェク トマネージャのサポート

新しい変更フォーム :

• プロ ト コルデフォルトの変更

• インタフェースのプロパティの変更

• インタフェースのカスタマ / 説明の変更

• インタフェースポーリ ングフラグの管理

• 管理

3.0 2003 年 10 月 新しいサブパッケージ :
• Etherchannel
• VLAN
Cisco VLAN Datapipe 2.0

4.0 2004 年 4 月 Oracle のサポート

4.5 2004 年 8 月 新しいフォーム : 優先～の割り当て 

新しいフォルダー : ベンダー

新しいレポート : 

• ト ップレベルインベン ト リ (Admin フォルダー )
• 優先カスタマ ( 複数 )

新しいアップグレードパッケージ :

• UPGRADE_Interface_Reporting_4_to_45.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_4_to_45.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_4_to_45.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_4_to_45.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_3_to_45.ap
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4.6 2004 年 11 月 新しい機能 :

• 例外レポートの制約を廃止

• イーサネッ トのデフォルト を全二重に変更

• ベンダーテーブルに Cisco 806 を追加

• VLAN レポートの統計情報の更新

• Cisco VLAN Datapipe 2.1

新しいアップグレードパッケージ :
• UPGRADE_Interface_Reporting_45_to_46.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_45_to_46.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_45_to_46.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_45_to_46.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_45_to_46.ap

5.0 2005 年 6 月 新しい機能 :

• レポート リ ンク

• Launch Point ページ

• アドホッ クセレクタレポート

• 選択テーブルのグラフ ィ ッ クスを色分け

新しいレポート :

使用率とボ リ ューム

新しいアップグレードパッケージ :
• UPGRADE_Interface_Reporting_to_50.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_to_50.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_to_50.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_to_50.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_to_50.ap

5.1 2006 年 5 月 KIRDevports テーブルの構造を ifAlias に合わせて変更

新しいアップグレードパッケージ :
• UPGRADE_Interface_Reporting_50_to_51

次のデータパイプの不具合を修正 :
• Interface Discovery Datapipe 2.3
• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.3

5.2 2007 年 4 月 新しい機能 :

• 場所独立レポート

• コピーポ リシー

• NRT の上部のテーブルから割合データを削除

• レポート フォーマッ ト を更新

• データを長時間保持 ( データのアーカイブ )
• オブジェク トの削除

バージ ョ ン リ リース日 拡張機能
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5.2 2007 年 4 月 新しいアップグレードパッケージ :
• UPGRADE_Interface_Reporting_to_52.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Device_50_to_51.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Location_50_to_51.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Protocol_50_to_51.ap
• UPGRADE_Interface_Reporting_Vlan_50_to_51.ap
• UPGRADE_CiscoVLAN_Datapipe_to_22.ap
• UPGRADE_IFEntry_Disc_Datapipe_to_24.ap
• UPGRADE_IRifEntry_Datapipe_to_24.ap
• UPGRADE_IR_OPNET_Export_Datapipe_to_21.ap

修正点 
• QXCR1000230043
• QXCR1000295655
• QXCR1000326913
• QXCR1000334215
• QXCR1000341512
• QXCR1000353083
• QXCR1000367521
• QXCR1000367745
• QXCR1000394448

バージ ョ ン リ リース日 拡張機能
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B テーブルとグラフの編集
テーブルやグラフは複数の方法で表示するこ とができます。 通常はデフォルトのビューで十分で
すが、 別のビューに変更するのは簡単です。 レポート ビューアを使っている場合には、 オブジェ
ク ト を右ク リ ッ クする と、 ビューオプシ ョ ンの一覧が開きます。 Web アクセスサーバーを使用

している場合には、 次の手順に沿って、 テーブルやグラフのデフォルト ビューを変更して くださ
い。

1 リ ンクバーの [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

2 ナビゲーシ ョ ンフレームの [ レポート ] を展開します。

3 [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

4 [ 要素編集の許可 ] ボッ クスを選択します。

5 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

6 テーブルまたはグラフの横の [ 編集 ] アイコンをク リ ッ ク します。

テーブルのビューオプシ ョ ン

テーブルを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [Edit Table] アイコン

を選択する と、 テーブルビュー オプシ ョ ンの一覧が開きます。

相対時間範囲 ( 現在からの ) を変更した り絶対時間範囲を設定するには、 [ 期間の設定 ] を選択し

て ください。 [ 期間の設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

テーブルに表示する対象の期間を、たとえば 42 日から 30 日や 7 日に、短縮するこ とができます。

過去のある日から昨日以前の日までの具体的な期間を指定したい場合には、[ 絶対時間の使用 ] をク

リ ッ ク し、 [ 開始時刻 ] と [ 終了時刻 ] を選択します。

制約を緩くあるいは厳し く して、 制約を満たす要素の数を増やした り減らした りするには、 [ 制
約値の変更 ] を選択して ください。 [ 制約値の変更 ] ウ ィンド ウが開きます。 制約を緩くするには

値を小さ く、 制約を厳し くするには値を大き く設定します。
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[ ノード / インタフェースの選択 ] を選択する と、 テーブルの対象を特定のノードや、 特定のインタ

フェース、 ノードやインタフェースの特定のグループに制限して、 テーブルのスコープを変更す
るこ とができます。 [ ノードの選択タイプを選択します ] ウ ィ ンド ウが開きます。

[ 最大行数の変更 ] を選択する と、 テーブルに表示する行数を増やした り減らした りするこ とがで

きます。 デフォルトは 50 です。 デフォルト よ り大きい値を指定する と、 テーブルを開くのにか

かる時間が長くなる場合があ り ます。 大規模なネッ ト ワークの場合には、 デフォルト値を使う と
テーブルが最も速く開きます。

[ 新規フレームで表示 ] を選択する と、 次の図のよ うに、 テーブルが [ テーブルビューア ] ウ ィンド

ウ内に開きます。 必要に応じてウ ィンド ウのサイズを調整し、 テーブル内のデータを読みやすく
して ください。
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グラフのビューオプシ ョ ン

グラフを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [ グラフの編集 ] アイコ

ンを選択する と、 次のよ うなビューオプシ ョ ンの一覧が開きます。

次の表では、 各オプシ ョ ンの詳細について説明します。

オプシ ョ ン 機能

[ 期間の設定 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ 制約値の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ ノード / インタフェースの選択 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ 表示データ ] グラフ上のそれぞれの点について、 データを
スプレッ ドシートに表示する

[ グ リ ッ ド ] 次のグ リ ッ ド線をグラフに追加する

X 軸のグ リ ッ ド線

Y 軸のグ リ ッ ド線

X 軸および Y 軸のグ リ ッ ド線

[ 凡例 ] レジェンド ( 凡例 ) を削除または移動する  

[ スタイル ] 下記の図を参照

[ 最大行数の変更 ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ データテーブルの表示 ] 下記を参照
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スタイルオプシ ョ ン

[ スタイル ] を選択する と、 グラフの 7 つのビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。

[ スタイル ] > [ 面グラフ ]

線グラフや棒グラフを面グラフに変更します。 このフォーマッ トでは、 相対値や合計値は見やす
くな り ますが、 小さなデータ型の絶対値は見にくい場合があ り ます。 色の帯の任意の場所をク
リ ッ クする と、 その場所の正確な値が表示されます。

グラフの期間を短くするには、 [Shift] ＋ [Alt] キーを押し、 マウスの左ボタンで注目したい期間

をハイライ ト します。 マウスボタンを離すと、 選択した期間が表示されます。

[ 要素を CSV と してエクスポート ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ 新規フレームで表示 ] [ グラフビューア ] ウ ィンド ウにグラフを開く

[ グラフの印刷 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

オプシ ョ ン 機能
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[ スタイル ] > [ 積み上げ面グラフ ]

面グラフや線グラフを積み上げ面グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数を表示するの
に適しています。

[ スタイル ] > [ 棒グラフ ]

グラフを棒グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数の比較的等しい値を表示するのに適
しています。 次のグラフには 3 つの変数が表示されています。
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[ スタイル ] > [ 積み上げ棒グラフ ]

線グラフや面グラフを積み上げ棒グラフに変更します。 フレームの幅を広げる と、 時間の目盛り
は 1 時間単位になり ます。 フレームの高さを広げる と、 呼び出しボ リ ュームが 10 単位で表示さ
れます。

[ スタイル ] > [ 折れ線グラフ ]

面グラフの色の帯を線に変更します。 フレームの幅を調整する と、 データポイン ト を時間単位に
するこ とができ、 フレームの高さを調整する と、 呼び出しボ リ ュームを整数にするこ とができま
す。
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[ スタイル ] > [ 円グラフ ]

面グラフを円グラフに変更します。 面グラフの帯が円グラフの 1 つの区切りにな り、 円グラフ全

体が 24 時間を表すよ うにな り ます。 このビューが役に立つのは、 表示するデータ値の数が少な

く、 対象のデータが 1 日分の場合です。

複数の日のデータを見る場合には、 1 日につき 1 つの円グラフが、 複数表示されます。

[ データテーブルの表示 ]

このオプシ ョ ンを選択する と、 グラフがスプレッ ドシートに変わり ます。
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[ 新規フレームで表示 ]

グラフが [ グラフビューア ] ウ ィ ンド ウ内に開きます。 ウ ィ ンド ウのサイズを調整して読みやす

く して ください。
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用語集
F30 / F60 / F90

30 日後、 60 日後、 90 日後の予測使用率 ( または通信量 )。 ベースライン期間のビジー時間レベ

ルに直線回帰を適用して算出されます。

protocol

列挙されたインタフェースの ifType に関連付けられたテキス ト形式の名前。

インタフェース

デバイスの SNMP ifTable の項目。 物理的または論理的なインタフェースを示します。

エラーしきい値

エラーと報告されたパケッ トの割合が許容範囲から異常な状態へと変化する時点と して設定され

た値。 測定値がこの値を超過する と、 応答時間が影響を受ける可能性があ り ます。 インタフェー

スが全二重の場合、 発信パケッ ト と着信パケッ トのそれぞれに同じしきい値が適用されます。

エラー率

インタフェースによって報告される、 エラーのあるパケッ トの割合 (%)。 エラーに関するデータ

のサンプル値は各ポーリ ング周期で取得されます ( デフォルトでは 1 時間に 4 回 )。 OVPI は、

このサンプル値に基づいてエラー率の平均値と最大値を算出します。

応答時間

ネッ ト ワーク管理システム内で発生する遅延。 厳密にはデータパイプとデバイスの間の遅延を指

します。 デバイスが原因で遅延が発生している場合、 この値はデバイスのリ ソースに問題がある

可能性を示しています。

可用性

デバイスが動作している時間の割合 (%)。 sysUpTime 変数の値によってデバイス停止が判定さ

れます。 デバイスの sysUpTime と、 インタフェースの ifOperStatus および ifLastChange を組

み合わせて算出されます。

国

この値は、 データを準備するインタフェースによってインポート されます。 データが準備されな

い場合、 フ ィールドには unknown と表示されます。

グループ

この値は、 データを準備するインタフェースによってインポート されます。 データが準備されな

い場合、 フ ィールドには unknown と表示されます。
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しきい値

パフォーマンスの正常と異常の境界となる値。 この境界線を超える と、 例外が記録されます。 し

きい値は個別の必要性に応じて簡単に変更できる、 デフォルト値に設定されます。

使用率

インタフェースが許容可能なデータ ( オクテッ ト ) の総数に占める実際に通過したデータの割合。

許容可能なデータの総数は、 ifSpeed プロパティの値です。 インタフェースが全二重の場合、

テーブルには各通信方向の使用率が表示されます。 インタフェースのグループの使用率は、 グ

ループ内で 「up」 状態 ( 動作中 ) のすべてのインタフェースを通過する全通信量を、 利用可能な

帯域幅の合計で割るこ とによって算出されます。 インタフェースのグループの使用率は、 グルー

プ内のすべてのインタフェースが同じプロ ト コルを使用している場合に、 よ り信頼性が高くな り

ます。

使用率しきい値

インタフェースを通過するデータ ( オクテッ ト ) の量の変化がネッ ト ワークユーザーとの間に結

ばれたサービスレベルに違反したとみなされる時点と して設定された値。 インタフェースが全二

重の場合、 発信パケッ ト と着信パケッ トのそれぞれに同じしきい値が適用されます。

増加率

F30 使用率を平均ビジー時間で割った値。

月単位

過去 2 年間に収集された月単位のパフォーマンス情報を示すビュー。 データ収集が少なく と も

1ヶ月間行われるまでは、 何も表示されません。

時単位

過去 2 日間と当日の経過した部分のパフォーマンスを示すビュー。 最小の時間範囲は 48 時間、

最大は 72 時間です。

廃棄しきい値

廃棄されたパケッ トの割合が許容範囲から異常な状態へと変化する時点と して設定された値。 測

定値がこの値を超過する と、 応答時間が影響を受ける可能性があ り ます。 インタフェースが全二

重の場合、 発信パケッ ト と着信パケッ トのそれぞれに同じしきい値が適用されます。

廃棄率

インタフェースによって廃棄されるパケッ トの割合 (%)。 廃棄に関するデータのサンプル値は、

各ポーリ ング周期で取得されます ( デフォルトでは 1 時間に 4 回 )。 OVPI は、 このサンプル値

に基づいて廃棄率の平均値と最大値を算出します。

場所

データを提供するインタフェースによってインポート される値。 データが提供されない場合、

フ ィールドには unknown と表示されます。

日単位

過去 31 日間に収集された日単位のパフォーマンス情報を示すビュー。 このビューに含まれる最

も新しい情報は、 前日に収集されたものです。
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ビジー時間

この値は、 比較的継続する現象を反映しており、 ベースライン収集期間中に測定された複数のビ

ジー時間値と組み合わせて、 今後のパフォーマンスの予測に使用されます。 ビジー時間値は、 1
時間の間に収集された複数のサンプル値を平均したものです。 ビジー時間とピーク時の使用率を

混同しないよ うにして ください。 ビジー時間中、 実際の使用率はビジー時間平均よ り も大幅に大

きい場合もあ り ます。

平均ボリューム

この測定項目は、 キャパシティプランニングレポートに表示されます。 ベースライン期間中に測

定された一日当たりの通信量の平均値を指します。

ベースラインビジー時間

現在測定中のベースライン期間に記録されたビジー時間に関する 42 個の測定値の平均値です。

この値は毎日変化します。 前日のビジー時間が平均ビジー時間の計算に組み込まれる と、 翌日の

値は異なるものにな り ます。 ベースラインビジー時間と将来的なベースラインビジー時間の予測

の値は、 キャパシティプランニングレポートに表示されます。

曜日

ベースラインデータに基づく、 各曜日ごとの増加率に関する予測情報。
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